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制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)1113
▼ホームページ  
https://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール 
kouhou@city.kikuchi.lg.jp

制作・発行元 編
集
後
記

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。 市ホームページ
イベントカレンダー

二次元コード
↓

旭　公 旭志公民館
旭　図
泗支所

旭志図書館
泗水支所

こ健セ こども健診センター
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊文館 菊池市文化会館
児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

菊市所 菊池市役所本庁舎 菊老福 菊池老人福祉センター

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ

306

CO2 削減に貢献しています!

▼
特
集
は
菊
池
の
伝
統
芸
能
。

勉
強
不
足
を
痛
感
し
た
月
で
し

た
。
▼「
有
形
文
化
財
は
お
金

が
あ
れ
ば
復
元
で
き
る
。
た
だ
、

無
形
文
化
財
は
そ
う
は
い
か
な

い
。
人
の
力
が
大
事
な
ん
だ
」。

取
材
で
出
会
っ
た
人
が
話
し
て

い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。▼
伝
統
が
続
く
の
は
そ

こ
に
楽
し
み
や
価
値
が
あ
っ
た

か
ら
。
た
だ
、普
通
の
娯
楽
と

違
っ
て
、簡
単
に
受
け
取
れ
る

も
の
で
は
な
く
、享
受
す
る
の

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
担
い

手
た
ち
は
時
間
を
か
け
て
、意

味
を
見
つ
け
、受
け
継
ぐ
こ
と

を
決
め
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ

て
つ
な
が
れ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
、

伝
統
や
文
化
は
価
値
の
あ
る
も

の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
▼

今
月
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
作
成
で
き
た
紙
面
。
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
三
代

December. 2022
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

11/27 28 29 30 12/1
◆すくすく講座�
10：30～１１：30西部セ

2
●たのしい音読
10：０0～七　図
●1歳６カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

3
●おはなし会
10：30～菊中図

4
●みらいスタート
13:30～旭　図

5  6 
●6･7カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

7
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
旭　公総務課
●3歳児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

8 
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所
◆すくすく講座�
10：30～１１：30西部セ

9 10
◆第17回菊池市人権
フェスティバル
９：30～１１：４0菊文館
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図

11
●音楽コンサート
13:30～泗　図

12 13 
■年金出張相談　
10：00～15：30（要予
約）菊市所保険年金課
●3歳児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

14 
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

15
◆すくすく講座�
10：30～１１：30西部セ
●3･4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

16
■男女共同参画専門
委員相談� 13：30～
16：30（要予約）菊市所
人権啓発・男女共同参
画推進課

17
●おはなしパレット
10：30～菊中図
●人形劇を楽しむ�
13：30～七　図
◆舞踊団「花童&はつ
喜」⑫ 13：30～
旧松倉家住宅
●おはなし会
14：00～旭　図
●えいごのおはなし会
14：30～菊中図

18
●おたのしみ会
14：00～泗　図
◆大人の学びカフェ�
17：00～18：00
菊中図

19
●育児教室
9：20～10：00（受付）
こ健セ
■納付相談夜間窓口�
～23日 ～２０：００
菊市所

20
●6･7カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■認知症サポーター
養成講座�
１4：00～菊市所 

21
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
菊市所 総務課
■行政無料相談
10：00～正午菊市所 
総務課
●赤ちゃんおはなし会
10：30～菊中図
●1歳６カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

22
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所
◆すくすく講座�
10：30～１１：30西部セ
■認知症介護家族の
つどい�
１３：３0～15：30菊老福

23
●おはなしの部屋
11：00～泗　図
●2歳６カ月児歯科教室
13：20～13：40（受付）
こ健セ

24
●おはなし会
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
●おはなし会
11：０0～七　図

25 26 27
■年金出張相談　
10：00～15：30（要予
約）菊市所保険年金課
■もの忘れ相談会�
14：00～15：30（ 要予
約）菊市所高齢支援課

28
■市役所仕事納め
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

29 30 31

1/1 元日 2 振替休日 3 4
■市役所仕事始め
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

5 6 7

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

特
集

６
５
０
年
の
思
い
が
宿
る
舞
台



令和４年10月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：47,158 人 57
　 菊池：23,393 人 34
　 七城： 5,050 人 9
　 旭志： 4,205 人 －7
　 泗水：14,510 人 21
男　性：22,662 人 32
女　性：24,496 人 25
世　帯： 19,926 世帯 58

年齢別人口 
0～14歳 5,892 人 13%
15～64歳 25,050 人 53%
65歳以上 16,216 人 34%

自然増減 社会増減
出  生：22 転  入：99
死  亡：57 転  出：55

Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
今年の「菊池の松囃子」の
一幕で、仕舞「胡蝶」を演じ
ているのは松

まつ

本
もと

隆
たか

子
こ

さん（高
野瀬）。訪れた観客に凛々し
い舞姿を披露していました。
特集では650年以上続いて
いるとされている、菊池の
伝統芸能を紹介しています。
芸能を継承する人、周りで
支える人たちの思いをぜひ
ご覧ください。

3 【特集】 ６５０年の思いが宿る舞台

16 市職員の給与・定員管理などを公表します
18
19

SDGs 通信 わたしたちにできること
花のまちづくりガーデニングコンテスト2022

20
21

社会を明るくする運動　つながり ～活動報告～
【作文】プラチナ未来人財育成塾

22
23

健康だより 良い睡眠で心も体も健康に／歯ッピーキッズ
国民年金情報／献血を広げよう／介護予防ミニ講座

24
25

文芸きくち
KiCROSSだより

26
27

人権・同和教育シリーズ／農業委員会だより
南北朝・菊池一族歴史街道／地域おこし協力隊通信

28

～

32

情報つう
▼お知らせ
裁判員候補者に名簿記載通知を発送します／建物の新築・増築・取り
壊しの際は届け出が必要です／新しい人権擁護委員が着任しました
／田や畑から公道へ出る際の注意事項／文化財保存整備費補助金
／シニア向け生活支援サービスガイドを作成しました／令和５年10
月からインボイス制度が始まります／電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金／12月の「税」の納期限１２月26日㈪／年末年始の
ごみ収集とし尿くみ取りの日程／令和４年度（上半期）の公共工事な
どの入札結果を公表します／お詫びと訂正
▼募集
第２回菊池市職員採用試験／寄せ植えワークショップ参加者募集／
パブリックコメント募集／岩手県遠野市への市民交流団団員募集！
▼相談
もの忘れ相談会／一人で悩まないで男女共同参画専門委員相談／
認知症介護家族のつどい／納付相談夜間窓口を開設します
▼講演講習
認知症サポーター養成講座
▼イベント
未就学児のためのすくすく講座／わいふ一番館企画展「私たちのま
ちの遺跡」／光のファンタジー菊池2022を開催／二十歳を祝う集い

（成人式）／わいふ一番館展示ギャラリー

33 市民の広場／今年も「温泉総選挙®2022」に菊池温泉がエント
リー！／菊池の情報発信

34
35

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

36 TOPICS～まちの話題～
38
39

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

公式ホームページ

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。

新型コロナウイルス感染症の影響により掲
載内容が変更になる場合があります。最
新情報はホームページをご確認ください。

赤（個店限定）５枚、青（共通）５枚の１０枚１セット
【使用期限】 令和５年２月28日㈫

申し込み専用
ホームぺージ

対　　象　市内に住所がある人（令和４年12月１日現在）
内　　容　5千円で1万円分の商品券を販売
　　　　　※1人1冊まで
申込方法　�▶ホームページ（下記二次元コード）から
　　　　　▶�本紙付属の専用はがきを郵送、または

商工振興課、各支所まで持参
申込期限　令和４年12月16日㈮ 必着
購入方法　�引換券と現金を持参し、希望する販売所

で購入してください。
販売場所　�きくち観光物産館、七城メロンドーム、

旭志ふれあいセンター、泗水養生市場
販売期間　令和５年1月12日㈭～18日㈬
　　　　　午前9時～午後5時
※�申し込み多数の場合は抽選となります。当選者の発表は引

換券の発送（1月上旬予定）をもって代えさせていただきます
問い合わせ先　商工振興課 ☎0968（36）9720

プレミアム付きプレミアム付き
商品券商品券

プレミアム付き
商品券

※見本

9,6009,600冊冊
販売！販売！
9,600冊
販売！

２次販売の
購入希望者を募集！

11月下旬、菊池松囃子能場（県指定重要文化財）
で清掃作業をする上町区の福

ふく

山
やま

和
かず

幸
ゆき

区長と山
やま

村
むら

美
み

佐
さ

子
こ

さん。福山区長は「今の時期は落ち葉が
多くて大変だけど、先輩たちから、ここは大切な
場所だからと教えられてきました」と話しました

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

特
集

６
５
０
年
の
思
い
が
宿
る
舞
台

６
５
０
年
以
上
続
い
て
き
た

伝
統
芸
能
「
菊
池
の
松
囃
子
」。

そ
こ
に
は
、伝
統
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、

守
り
、受
け
継
ぎ
、

支
え
て
き
た
人
々
が
い
ま
し
た
。

文
化
と
は
何
か
。

伝
統
と
は
何
か
。

松
囃
子
と
そ
れ
に
関
わ
る
人
た
ち
の

思
い
に
迫
り
ま
す
。
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厳
か
に
響
き
渡
る
声
、
賑
や
か
に
鳴
る
鼓
や

太
鼓
。
笑
い
を
誘
う
狂
言
が
人
々
を
楽
し
ま
せ

ま
す
。
毎
年
10
月
13
日
に
奉
納
さ
れ
る
「
菊
池

の
松
囃
子
」（
御お

ん

松ま
つ

囃ば
や

子し

御お

能の
う

）。
約
６
５
０
年

以
上
も
昔
、
菊
池
一
族
の
雄
、
菊き

く

池ち

武た
け

光み
つ

が
後

醍
醐
天
皇
の
皇
子
、
懐
良
親
王
の
た
め
に
催
し

た
新
年
の
祝
い
事
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
祝
言
の
曲
「
松
囃
子
」
を
演
じ
、
次

に
脇
能
の
「
老
松
」
を
実
施
。
そ
の
後
、
仕
舞

や
狂
言
を
数
番
行
い
ま
す
。

　

九
州
の
南
朝
勢
を
ま
と
め
る
使
命
を
帯
び
、

7
歳
で
奈
良
の
吉
野
を
出
発
、
19
歳
で
菊
池
に

た
ど
り
着
い
た
懐
良
親
王
の
艱か

ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

を
ね
ぎ

ら
う
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
数
え
る
ほ
ど
し
か
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
各
地

の
松
囃
子
の
中
で
も
最
も
古
く
、
室
町
時
代
の

「
松
囃
子
」
を
伝
承
し
て
い
る
唯
一
の
も
の
と

み
ら
れ
、
ま
た
能
の
変
遷
過
程
を
知
る
上
で
大

変
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
10
年
に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
。
菊
池
一
族
の
栄え

い

枯こ

盛せ
い

衰す
い

を
伝
え
る
も

の
と
し
て
、
時
を
変
え
、
場
所
を
変
え
な
が
ら

も
そ
の
思
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
引
き
継
が
れ
、

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今年の10月13日に奉納された菊池
の松囃子。観客の前で天下泰平を
願う古式ゆかしい舞が披露された
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す
。
で
も
私
が
休
む
と
祖
父
は
さ
み

し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
能

や
狂
言
に
真
剣
に
打
ち
込
む
姿
を
尊

敬
し
て
い
ま
し
た
し
、
祖
父
の
次
は

私
が
や
る
以
外
に
な
い
と
も
感
じ
て

い
ま
し
た
」

　
昭
和
58
年
、
27
歳
で
舞
人
を
實
さ

ん
か
ら
受
け
継
ぐ
と
そ
の
2
年
後
、

實
さ
ん
は
安
心
し
た
よ
う
に
83
歳
で

他
界
。
会
の
中
心
と
な
っ
た
晴
雄
さ

ん
は
菊
池
の
松
囃
子
を
ど
う
残
し
て

い
く
か
を
模
索
し
な
が
ら
、
行
政
や

大
学
教
授
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
ま

し
た
。

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
平
成
10
年
に

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
。

「
先
人
た
ち
や
祖
父
が
受
け
継
い
で

き
た
も
の
が
認
め
ら
れ
て
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
絶

対
に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う

思
い
に
か
ら
れ
ま
し
た
」

　

御
松
囃
子
御
能
保
存
会
に
は
長

男
・
慎し

ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
も
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
っ
て
い
ま
す
。
5
歳
の
時
に
初
舞

台
を
踏
み
、
舞
人
の
後
継
者
に
指
名

　
６
５
０
年
以
上
も
の
長
い
歴
史
を

持
つ
「
菊
池
の
松
囃
子
」。
当
時
か

ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
そ
の
形
を
今

も
脈
々
と
受
け
継
い
で
い
る
の
は

「
御
松
囃
子
御
能
保
存
会
」
の
皆
さ

ん
で
す
。

　
地
域
住
民
を
中
心
に
昭
和
43
年
に

発
足
。
会
長
で
、
舞
人
を
1
人
で
40

年
務
め
て
い
る
田た

嶌し
ま

晴は
る

雄お

さ
ん
（
東

正
観
寺
）
は
「
観
客
に
見
て
も
ら
う

と
い
う
よ
り
、
懐
良
親
王
に
舞
い
を

捧
げ
る
こ
と
に
意
識
を
集
中
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
狂
言
師
で
も
あ
っ
た
祖
父
・
實み

の
るさ

ん
に
幼
少
か
ら
芸
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
菊
池
の
松
囃
子
と
と
も
に
奉
納

さ
れ
る
狂
言
に
9
歳
で
初
出
演
し
た

晴
雄
さ
ん
。「
稽
古
を
す
る
と
ほ
め

て
く
れ
た
。
優
し
か
っ
た
祖
父
の
背

中
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
」
と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
幼
い
頃
は
、
稽
古
が
嫌
で
辞
め

よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で

さ
れ
ま
し
た
。
19
歳
か
ら
は
舞
人
を

補
佐
す
る
後
見
を
行
っ
て
お
り
、
晴

雄
さ
ん
の
舞
い
を
後
ろ
か
ら
学
ん
で

い
ま
す
。

　
「
舞
台
に
立
つ
う
ち
に
松
囃
子
を

大
切
に
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち

が
湧
い
て
き
ま
し
た
」
と
慎
太
郎
さ

ん
。
昨
年
か
ら
は
慎
太
郎
さ
ん
の
長

女
・
莉り

愛あ

さ
ん
と
長
男
・
琉

り
ゅ
う

翔と

さ
ん

も
舞
台
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　
「
楽
し
く
狂
言
を
続
け
て
い
る
よ

う
で
う
れ
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
は
歴
史
や
伝
統
だ
け
で
な
く
、
曽

祖
父
、
父
が
つ
な
い
で
き
た
思
い
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　
「
松
囃
子
を
支
え
て
い
る
の
は
保

存
会
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲

の
人
た
ち
の
助
け
や
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
に
何
度
も
救
わ
れ
ま
し
た
」
と
晴

雄
さ
ん
と
慎
太
郎
さ
ん
は
声
を
揃
え

ま
す
。

　
菊
池
の
松
囃
子
は
、
世
の
中
が
不

安
定
だ
っ
た
江
戸
時
代
や
戦
前
戦
後

も
1
年
も
欠
か
す
こ
と
な
く
奉
納
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
途
切
れ
る
こ
と
な

く
続
い
て
き
た
伝
統
芸
能
へ
の
思
い

は
次
の
世
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

当時の形を伝承している唯一のものとみられる「菊池
の松囃子」。その保存・伝承のために中心となって動い
てきた「御松囃子御能保存会」には、先人たちが築い
てきた伝統文化を継承していこうとする並々ならぬ思
いや伝統への誇りがありました。

　国の重要無形民俗文化財に指定された際に
携わりました。私が初めて菊池の松囃子を見
た時の舞人は田嶌實さん。重厚かつ品格のあ
る芸に感激したことを覚えています。
　現在は實さんの孫の晴雄さんが跡を継ぎ、
おじいさんと遜色のない立派な演者として舞
台に立っていますね。
　もし菊池の松囃子が東京で公演されたなら
ば、席を確保するのは簡単ではないでしょう。
そんな伝統芸能が身近にあるのは幸せだと思
います。中世の芸能が長く伝承されているの
はとても価値があることですし、地元の人が
芸術・文化を大切にしていた証拠です。
　菊池の伝統芸能がこれからも末永く続いて
いくことを願っています。

「れんしゅうきつくないの」
「まつばやしのうは菊池市の人びとのしあわせ
をねがう大切なものなんだよ。この町のたからも
のなんだよ」
　これは県が発行している、道徳教育用郷土
資料「くまもとのこころ」（小学１・２年生用）に掲
載されている話の一つ。舞人・田嶌晴雄さんの
初舞台を前に祖父・實さんと稽古をしている様

子が描かれています。菊池の松囃子を大切に
思う實さんの思いとそれを受け取ろうとする
晴雄さんの姿がまっすぐに伝わってきます。
　初舞台後、晴雄さんはおじいさんの言葉を
思い出します。これが受け継ぐきっかけの一つ
になったのではないでしょうか。菊池の伝統芸
能をつなぐ物語は、日本の古き良き伝統や文
化の良さを知るための題材にもなっています。

「コロナ禍でも欠かさず奉納できているのは、支えてく
れる皆さんのおかげです」と２人は笑顔を見せました

掲載内容はこち
らから視聴でき
ます
RKK「熊本の心」より

Interview

Pickup

インタビュー

ピックアップ

熊
本
大
学（
民
俗
学
専
攻
）

1_ 先代の舞人・田嶌實さん。昭和15年～58年まで43年間舞人として活躍した 2_ 平
成28年には国立能楽堂の舞台で菊池の松囃子を披露 3_ 平成10年に竜門ダム斑蛇
口湖で行った薪能 ４_本番に向けて稽古に励む御松囃子御能保存会の皆さん

2

3 1

4
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　舞台の主役です。引立烏
え

帽
ぼ

子
し

・直
ひた

垂
たれ

・大
おお

口
ぐち

袴
ばかま

・
白足袋姿の舞人が将軍木に向かって優雅に舞
います。舞の振りや素朴な謡の調子から松囃子
として古風な面影を残していると考えられており、
芸能史上貴重なものです。能は面をつけること
が多いですが松囃子では用いません。

　
菊
池
の
松
囃

子
が
開
催
さ

れ
る
能
場
の
正

面
に
は
、
樹
齢

６
０
０
年
以
上

と
さ
れ
て
い
る

ム
ク
の
老
木
が

あ
り
ま
す
。「
将

軍
木
」と
呼
ば
れ
る
こ
の
木
は
、懐
良
親
王

の
御
手
植
え
と
も
、
挿
し
た
て
ら
れ
た
杖

か
ら
芽
吹
い
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、大
切

に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

松
囃
子
能
が
開
催
さ
れ
る
10
月
13
日
は

　

福
岡
の
博
多
ど
ん
た
く
の
起
源
で
あ
る

博
多
松
囃
子
や
熊
本
の
藤
崎
八
旛
宮
と
北

岡
神
社
の
松
囃
子
、
広
島
の
厳
島
神
社
の

御
松
囃
神
能
は
今
に
伝
わ
る
松
囃
子
の
一

つ
。「
通
シ
物
」と
い
わ
れ
る
仮
装
、稚
児
行

列
も
松
囃
子
の
一
部
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
菊
池
郡
誌
」に
よ
る
と
、菊
池
の
松
囃

子
は
当
初
、
毎
年
正
月
に
行
わ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
、菊
池
一
族
の
出
陣
の

た
め
７
月
15
日
に
変
更
。
現
在
は
菊
池
神

社
の
秋
季
例
大
祭
の
初
日
で
あ
る
10
月
13

日
に
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

日
に
ち
は
変
わ
っ
て
も
懐
良
親
王
を
思

う
気
持
ち
は
今
も
同
じ
で
す
。

こ
の
木
を
懐
良

親
王
自
身
に
見

立
て
、
奉
納
し

ま
す
。
人
間
の

観
客
は
、
あ
く

ま
で
二
の
次
。

観
客
席
は
将
軍

木
の
正
面
を
避

け
る
よ
う
に
組

ま
れ
、
年
に
一

度
の
雅
な
舞
で

ム
ク
の
木
を
主

賓
と
し
て
も
て

な
し
ま
す
。

　声楽部分が地方の役割です。全員が同じ高
さで謡

うた

い、ハーモニーを形成することはありま
せん。舞台へ向かって２列に座る合唱隊を、地

じ

頭
がしら

というリーダーが統率します。絶対的な音高
は定められていませんが、音の高さは低めで
発声します。

　舞人や地方を引き立たせる役割です。菊池
の松囃子は大

おお

鼓
づつみ

2人、太鼓１人によって構成さ
れます。たんなる伴奏ではなく、能の世界をつ
り上げていく大切な要素の一つです。掛け声を
発するのも特徴で、他の演者はこの掛け声で拍
数や間合いを計っています。

　衣装を整えたり、奉納に使用する道具を出し
入れしたりすることが役割です。また、上演中に
舞人に事故があり演じ続けられない際には、後
見が途中から代役となって演じます。そのため、
後見は舞人と同格か、それ以上の人が務めるこ
とが多いです。

　

奉
納
さ
れ
る
前
に
、能
場
に
置
か
れ
ま

す
。
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
ミ
ョ
ウ
ガ
で
作
っ
た
ツ

ル
と
、シ
イ
タ
ケ
の
カ
メ
が
蓬
莱
山
に
舞
い

遊
ぶ
心
を
表
現
し
た
風
流
。
懐
良
親
王
と

菊
池
氏
の
た
め
に
作
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

囃
子
方・
地
方・
後
見
が
着
座
後
、

舞
人
が
登
場
し
、将
軍
木
に
向
か
っ

て
両
手
を
付
き
、拝
む

菊
池
の
松
囃
子
の
舞
台
に
上
が
る
人

の
役
割
や
舞
の
流
れ
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

舞
人
に
よ
る
開
口

笹
の
舞

扇
の
舞

舞
が
終
わ
り
、
再
び
将
軍
木
に
向

か
っ
て
両
手
を
付
き
、拝
む

笹
の
舞
が
終
わ
り
、
後
見
に
笹
を

渡
す

こ
ち
ら
か
ら
動
画
を

視
聴
で
き
ま
す
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「
狂
言
み
の
る
会
」の
発
足
当
時
か
ら
活
動
す
る
山
内
理
至
さ
ん
に

狂
言
へ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

し
た
り
し
て
仲
間
た
ち
と
芸
を
磨

き
ま
し
た
。

　
舞
台
に
立
つ
と
き
は
、
菊
池
の

狂
言
の
魅
力
を
高
め
た
い
。
見
て

く
れ
た
人
の
心
を
少
し
で
も
動
か

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
演
じ
て

い
ま
す
。

　

長
年
、
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

今
で
も
菊
池
松
囃
子
能
場
で
は
肩

に
力
が
入
り
ま
す
。
古
く
か
ら
の

歴
史
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

他
の
場
所
に
は
な
い
独
特
の
雰
囲

気
が
あ
り
ま
す
。
ま
る
で
、
昔
の

人
た
ち
と
一
緒
に
演
じ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
住
ん
で
い
る

ま
ち
に
、
特
別
な
場
所
が
あ
る
と

い
う
の
は
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
菊
池
松
囃
子
能
場
と
同
じ
よ
う

に
、
菊
池
の
狂
言
も
長
い
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
先
人
た
ち
が
残
し
て

く
れ
た
狂
言
の
魅
力
を
も
っ
と
多

く
の
人
に
伝
え
た
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
今
後
も
稽
古
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

お
う
と
、
授
業
の
一
環
と
し
て
菊

池
北
小
学
校
で
狂
言
の
手
ほ
ど
き

を
始
め
ま
し
た
。
狂
言
み
の
る
会

で
は
25
年
間
授
業
を
続
け
、
今
や

北
小
の
伝
統
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
は
市
内
の
他
の
小
中

学
校
に
も
狂
言
の
楽
し
さ
や
面
白

さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
市
と
共
同

で
「
伝
統
芸
能
継
承
事
業
」
を
実

施
。
菊
池
の
伝
統
芸
能
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

は
続
き
ま
す
。

　
私
が
狂
言
に
出
会
っ
た
の
は
47

年
前
。
先
輩
に
誘
わ
れ
て
狂
言
教

室
に
入
会
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
最
初
は
伝
統
芸
能
を
守

ろ
う
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
舞
台
に
立
つ
う
ち

に
お
客
さ
ん
の
反
応
が
良
く
な
っ

て
。
そ
の
う
ち
に
狂
言
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
56
年
に
は
国
立
劇
場
で
民

族
芸
能
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
自
分
な
り
に
稽
古
を
積
ん
で

き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
甘
か
っ
た
。
今
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
と
思
い
、
プ
ロ
の
狂
言
師

に
師
事
し
た
り
、
市
内
外
で
公
演

　
菊
池
松
囃
子
能
場
を
中
心
に
狂

言
を
演
じ
て
い
る
「
狂
言
み
の
る

会
」。
愉
快
な
動
作
や
ひ
ょ
う
き

ん
な
声
が
見
る
人
を
お
か
し
み
の

世
界
に
誘
い
ま
す
。

　
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
晴
雄
さ

ん
の
祖
父
で
先
代
の
舞
人
で
あ
る

田
嶌
實
さ
ん
で
し
た
。
狂
言
の
担

い
手
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と

に
危
機
感
を
持
ち
、
昭
和
51
年
に

市
と
共
同
で
狂
言
教
室
を
開
催
。

後
継
者
育
成
を
進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
御
松
囃
子
御
能
保
存

会
の
会
員
で
實
さ
ん
の
名
前
を
冠

し
た
「
狂
言
み
の
る
会
」
を
結
成
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
日
ご
ろ
の
稽

古
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
10
年
か
ら
は
、
小
学
生
に

地
域
の
伝
統
芸
能
に
触
れ
て
も
ら

狂言を披露する山内さん

「菊池の松囃子」は、初めに松囃子
を演じ、その後、仕舞や狂言を行い
ます。狂言を担当する「狂言みの
る会」の活動の一部を紹介します。

菊池松囃子能場で狂言を披露する狂言みのる会。
ユーモラスな演技で観客の笑いを誘う

児童に狂言指導をする「狂言みのる会」の会員

Interview

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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失
。
そ
の
後
、
仮
舞
台
で
松
囃
子

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
寛
政

8
（
１
７
９
６
）
年
に
、
現
在
の

能
場
を
建
設
し
た
と
い
う
記
述
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
、
凶
作
や
飢
饉
に
よ
っ

て
深
刻
な
経
済
危
機
に
あ
り
、
徹

底
し
た
倹
約
令
が
出
さ
れ
て
い
た

時
代
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
商
人

か
ら
の
寄
付
や
地
元
住
民
の
強
い

要
望
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
腰
を
痛
め
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ろ
よ
。
せ
ー
の
、
い
ち
、
に

の
、
さ
ん
…
」

　
菊
池
の
松
囃
子
が
奉
納
さ
れ
る

2
日
前
、
能
場
で
は
、
扉
の
開
け

閉
め
と
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
は
御
松

囃
子
御
能
保
存
会
と
上
町
区
の
皆

さ
ん
。
長
年
、
清
掃
や
能
場
の
管

理
を
行
っ
て
き
た
茨

い
ば
ら

木き

國く
に

廣ひ
ろ

さ
ん

（
上
町
）
は
「
古
い
建
物
だ
か
ら
、

開
け
閉
め
が
大
変
。
で
も
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
場
所
に
思
い
入
れ
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と

話
し
ま
す
。

　
同
区
で
は
月
に
3
回
、
能
場
や

　
「
菊
池
松
囃
子
能
場
」
は
菊
池

の
松
囃
子
を
奉
納
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
専
用
の
舞
台
で
す
。

　
も
と
も
と
、
菊
池
の
松
囃
子
は

守
山
城
（
現
・
菊
池
神
社
）
内
で

奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
菊
池

一
族
の
衰
退
と
と
も
に
城
内
か
ら

現
在
の
場
所
に
移
り
ま
し
た
。

　

隈
府
の
商
人
が
江
戸
時
代
に

書
い
た
記
録
「
嶋
屋
日
記
」（
市

指
定
文
化
財
）
に
よ
る
と
、
宝

暦
（
１
７
５
１
年
～
１
７
６
４

年
ご
ろ
）
に
舞
台
が
火
事
で
焼

現
在
の「
菊
池
松
囃
子
能
場
」
は
江
戸
時
代
に
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
以
後
、修
理
と
改
修
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、現
在
ま
で

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
管
理

さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、住
民
の
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
に
対
す

る
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

将
軍
木
前
な
ど
で
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
茨
木

さ
ん
を
中
心
に
少
な
い
人
数
で
清

掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
を
守
り
た
い
と

い
う
思
い
で
、
平
成
18
年
か
ら
は

地
域
を
巻
き
込
み
作
業
を
始
め
ま

し
た
。

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
に
能
場

が
あ
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
。
松

囃
子
や
能
場
は
、
地
元
住
民
の
歴

史
や
文
化
に
対
す
る
誇
り
で
守
ら

れ
て
き
ま
し
た
」
と
茨
木
さ
ん
は

胸
を
張
り
ま
す
。

　
「
先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た
施

設
や
文
化
は
誰
か
が
守
っ
て
い
か

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
御
松
囃

子
御
能
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
気
持

ち
良
く
舞
台
に
立
て
る
よ
う
に
、

奉
納
さ
れ
る
当
日
は
ち
り
一
つ
な

い
よ
う
に
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
住
民
同
士
が
親
睦
を
深
め

る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
今
の
伝
統

や
文
化
を
若
い
世
代
に
も
受
け
継

ぎ
た
い
で
す
」

【舞踊団 花童＆はつ喜 定期公演】 今年
度、定期的に公演を開催。美しい踊りを
披露している  ※12月～2月は旧松倉家住宅

【菊池高校「菊翔祭】 今年の文化祭では、
生徒による能場を活用したパフォーマン
スを実施

きもの屋いばらき 店主

【能場コンサート】 和楽器とコントラバ
スの共演で幻想的な空間を生み出し、
訪れた観客を魅了した

　
「
近
年
、
菊
池
の
松
囃
子
以
外

で
も
使
用
し
た
い
と
い
う
要
望
が

増
え
て
い
ま
す
」。
菊
池
松
囃
子

能
場
の
管
理
を
担
当
し
て
い
る
生

涯
学
習
課
の
阿あ

南な
み

亨と
お
る

学
芸
員
は
話

し
ま
す
。

　
今
年
は
民
間
団
体
に
よ
る
劇
の

上
演
や
舞
踊
団
に
よ
る
定
期
的
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
公
演
も
始
ま
り

ま
し
た
。「
菊
池
松
囃
子
能
場
は

数
百
年
の
歴
史
が
あ
る
建
物
。
保

存
が
一
番
大
切
で
は
あ
り
ま
す
が
、

利
用
す
る
こ
と
で
今
ま
で
大
切
に

守
っ
て
き
た
人
た
ち
の
思
い
を
理

解
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い

で
す
ね
」
と
新
た
な
可
能
性
に
意

欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　今年の5月に菊池松囃子能場でシェークスピア「マ
クベス」を上演しました。私は菊池高校の卒業生で
すが、高校の目の前にある能場には昔からなんとも
形容しがたい神聖な雰囲気を感じていました。
　ここは江戸時代からさまざまな人が歴史を紡いで
きた場所。そんな月日を重ねた和の空間とヨーロッ
パ近代演劇の融合を実現させたいという思いがあり、
公演を行いました。
　演じている時は、舞台がまるで生きているような、
役者みんなに語りかけてくるような感覚を覚えました。
他の演者も同じような感想を話しています。思いや
誇りが舞台に詰まっているからなのかもしれません。
貴重な建物が身近にある菊池は素晴らしいところだ

と改めて認識しました。
　来年の秋にはシェー
クスピアの「ハムレット」
を菊池松囃子能場で上
演する予定です。今後
も文化・芸術の拠点とし
て、大切に管理・保存し
ていってほしいですね。

Interview インタビュー

ゼ
ー
ロ
ン
の
会（
熊
本
市
） 

代
表

迫力の演技で観客を魅了

生涯学習課文化振興係

奉納前に舞台の準備をする
上町区の皆さんと御松囃
子御能保存会の会員
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け
な
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

思
い
が
次
の
世
代
に
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
の
で
う
れ
し
い
で
す
」

　
菊
池
の
松
囃
子
に
携
わ
る
多
く
の
人

は
、
周
り
の
呼
び
か
け
に
よ
り
活
動
を

始
め
て
い
ま
す
。「
や
っ
て
い
く
う
ち

に
こ
れ
は
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
た
ん
だ
」。
皆
さ
ん
声
を
揃
え
て

話
し
ま
す
。

　

最
初
か
ら
「
芸
能
を
継
承
し
た
い
」

「
次
世
代
に
残
し
た
い
」と
い
っ
た
仰
々

し
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。「
尊
敬
す
る
人
」「
大

切
に
し
た
い
人
」
の
背
中
を
見
て
、
続

け
て
い
く
中
で
そ
れ
が
大
事
な
も
の
、

尊
い
も
の
だ
と
知
り
ま
す
。

　
伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
は
、
相
手
の
気

持
ち
を
理
解
し
よ
う
と
寄
り
添
う
こ
と
。

そ
う
や
っ
て
、
担
い
手
た
ち
が
先
人
た

ち
の
思
い
を
受
け
取
り
続
け
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
伝
統
や
文
化
に
昇
華
さ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
菊
池
の
松
囃
子
は
６
５
０
年
以
上
ほ

と
ん
ど
形
を
変
え
ず
に
現
在
ま
で
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
形
だ
け
で

な
く
、
思
い
も
同
じ
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

「
あ
の
山
か
ら
こ
の
山
へ
、
跳
ん
で
き

た
る
は
何
じ
ゃ
る
ろ
―
」

　
狂
言
小
舞
を
舞
っ
て
い
る
の
は
「
菊

池
の
松
囃
子
」
の
舞
人
・
田
嶌
晴
雄

さ
ん
の
孫
・
莉
愛
さ
ん
と
琉
翔
さ
ん
。

堂
々
と
し
た
所
作
で
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
「
私
は
祖
父
か
ら
松
囃
子
を
受
け
継

ぎ
ま
し
た
。
初
舞
台
に
立
っ
た
時
、
祖

父
が
後
ろ
で
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
は
息
子
が
孫
た
ち
を
見
て
い
ま
す
。

何
だ
か
不
思
議
な
気
持
ち
で
す
ね
。
祖

父
も
先
人
た
ち
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
晴
雄
さ
ん
は

目
を
細
め
ま
す
。

　

菊
池
松
囃
子
能
場
で
清
掃
活
動
を

行
っ
て
き
た
茨
木
國
廣
さ
ん
も
思
い
を

馳
せ
ま
す
。「
子
ど
も
の
時
か
ら
、
松

囃
子
と
能
場
は
大
切
に
し
な
く
て
は
い

今年の舞台で狂言小舞を演じている田嶌莉愛さん（９歳）と
琉翔さん（７歳）。父・慎太郎さんが後見として見守っている
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市職員の給与・定員管理などを公表します

▼（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和3年4月1日現在）
区分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

一般行政職
大学卒 259,600円 351,100円 379,200円 392,400円
高校卒 229,000円 307,800円 354,100円 372,700円

技能労務職 高校卒 ー 279,700円 341,000円 344,800円

▼（６）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計
令和３年度 419人 1,503,658千円 242,791千円 574,726千円 2,321,175千円

※職員手当には退職手当を含みません 　※職員数は令和３年4月1日現在の人数です

▼（７）一般行政職の級別職員数等の状況（令和3年4月1日現在）
標準的な
職務内容

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計

主事・技師 主事・技師 係長・参事・主任 課長補佐・係長・参事 課長・審議員・課長補佐 部長・次長・課長 部長
職員数（人） 50 33 83 116 37 20 5 344
構成比（％） 14.5 9.6 24.1 33.7 10.8 5.8 1.5 100

※菊池市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です 　※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です

▼（５）退職手当の状況（令和3年4月1日現在）

勤務年数
菊池市 国

支給率（月数） 支給率（月数）
自己都合 応募認定・定年 自己都合 応募認定・定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分 47.709月分 47.709月分
平均支給額 8,292千円 20,935千円 ー ー

※退職手当の1人当たり平均支給額は、令和3年度に退職した職員に支給された平均額です

▼（４）職員手当の状況（令和3年4月1日現在）
手当名 内容及び支給単価 国

扶養手当 配偶者6,500円、子10,000円、その他の扶養親族1人6,500円（加算措置16歳
～22歳年度までの間にある子1人につき5,000円加算） 同

住居手当 借家の場合28,000円まで 同

通勤手当 自動車などを利用する場合（距離に応じて）2,000円～31,600円、バス等を使用
する場合（運賃に応じて）55,000円まで 同

管理職手当 管理監督の地位にある職員、部長55,000円、部長級50,000円、次長級46,000
円、課長級40,000円、総務審議員28,000円 異

【問い合わせ先】  総務課 ☎0968(25)7204

市職員の給与・定員管理などを公表します

▼（２）職員退職の状況
区分 令和２年度（人）

定年退職 8
応募認定退職 8

普通退職 6
合計 22

▼（１）職員採用の状況
区分 試験の程度 令和３年度（人）

競
争
試
験

事務職 高卒程度 4 
事務職 大卒程度 10 
土木 高卒程度 1 

保育士（資格取得） 高卒程度 1 
保育士（民間経験） 高卒程度 3 

スポーツ推進（民間経験） 高卒程度 1 
合計 20 

1.職員の任免・職員数に関する状況
▼（３）部門別職員数の状況（各年度４月１日現在）

区分　　 前年からの
増減（人）　　部門 令和２年 令和３年

普
通
会
計
部
門

一般
行
政
部
門

議会 5 5 0
総務 118 120 2
税務 23 23 0
民生 62 67 5
衛生 24 25 1
労働 0 0 0

農林水産 46 46 0
商工 13 14 1
土木 32 32 0

一般行政部門計 323 332 9
教育部門 65 69 4

普通会計部門計 388 401 13

公
営
企
業

会
計
部
門
な
ど

水道 8 8 0
下水道 12 11 △1
その他 66 50 △16

公営企業など部門計 86 69 △17
総合計 474 470 △4

菊池市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、菊池市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、
前年度の給与、職員数および勤務条件などを公表します。前年度の給与、職員数および勤務条件などを公表します。

▼勤務時間、休憩時間、週休日の状況　１日の勤務時間７時間45分、１週間の勤務時間38時間45分（学校給食を除く）
勤務時間 休憩時間 週休日

午前８時30分～午後５時15分 正午～午後１時 土曜日、日曜日

３.職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

▼（1）職員の初任給の状況（令和3年４月1日現在）
区分 菊池市 熊本県 国

一般行政職
大学卒 182,200円 188,700円 182,200円
高校卒 150,600円 154,900円 150,600円

技能労務職
高校卒 147,900円 157,400円 ー
中学卒 ー 141,200円 ー

２.職員の給与の状況

①一般行政職
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

菊池市 42.2歳 304,900円 348,000円
熊本県 42.8歳 322,084円 414,254円

国 43.0歳 325,827円 ー

②技能労務職
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

菊池市 46.6歳 301,000円 322,200円
うち学校給食員 56.0歳 347,600円 354,820円

熊本県 53.8歳 315,772円 370,253円
国 50.9歳 286,947円 ー

▼（２）職員の平均給与月額および平均年齢の状況（令和3年4月1日現在）

※�給料は基本給料額、給与は諸手当を含む支給額のことです

▼特別職の報酬の状況（令和3年4月1日現在）
区分 給料（報酬）月額など

給
料・報
酬

市長 797,000円
副市長 625,000円
教育長 557,000円
議長 394,000円

副議長 358,000円
議員 339,000円

期末手当（年間） 3.20月分

７.その他

健康診断
定期健康診断（373人）
人間ドック（定期健康診断との重複含む）

（135人）
共済制度 熊本県市町村職員共済組合の制度による

互助組織

名　称 菊池市職員互助会
加入者 常勤の正規職員（437人）

主な事業 レクリエーション事業など
主な財源 職員からの会費により運営

６.職員の福祉の状況（令和３年度）
処分の種類 処分事由 件数
分限処分 休職 25
懲戒処分 停職・減給 0

４.職員の分限及び懲戒処分の状況（令和３年度）

集合研修（市主催）
研修科目 研修内容 対象 参加人員

新規採用職員研修 公務員としての基本
的事項 新規採用職員 26

地域活性化センター 人材育成研修 係長以下職員 39
地域活性化センター 管理職研修 管理監督職員 40
男女共同参画職員
研修

男女共同参画の視点
を踏まえた防災研修 全職員 394

滞納債権徴収事務 時効、執行・徴収停
止について 所管課職員 27

情報セキュリティ
研修

個人情報の取り扱い
に関する知識などの
習得

全職員 328

女性のためのキャリ
アデザイン研修

昇進に対する不安の
解消などについて 管理監督職員 42

５.職員の研修の状況
▼職員研修の実施状況（令和3年度中の主なもの）

17 162022 December広報きくち2022 December広報きくち



心
を
込
め
て
育
て
上
げ
た

７
点
の
作
品
が
受
賞

　

今
年
は
個
人
部
門
11
点
、
団
体

部
門
4
点
、
寄
せ
植
え
部
門
3
点
、

ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ラ
ワ
ー
部
門
3
点
、

合
計
21
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

７
月
26
日
～
8
月
19
日
に
本
庁
舎

１
階
ロ
ビ
ー
で
市
民
投
票
を
実
施
。

投
票
者
数
は
65
人
で
し
た
。

　

市
内
で
園
芸
を
さ
れ
て
い
る
有

識
者
の
意
見
も
踏
ま
え
順
位
を
決

定
。
個
人
と
団
体
部
門
か
ら
金
賞

と
銀
賞
が
1
点
ず
つ
、
寄
せ
植
え

部
門
と
ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ラ
ワ
ー
部

門
か
ら
優
秀
賞
を
１
点
ず
つ
、
入

賞
作
品
を
除
い
た
中
か
ら
江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市
長
よ
り
激
励
賞
が
1
点
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

来
年
度
も
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　入賞７作品のうち５組の受賞者が出席し、市長から
表彰状と記念品を贈呈。表彰式後の座談会では、ガー
デニングへの思いや作品について語り合いました。

10月に中央公民館で表彰式を行いました

金賞
個人部門

金賞
団体部門

立
たち

花
ばな

禮
れい

子
こ

さん（上町）

社会福祉法人たけのこ会 菊池幼楽園

倉
くら

永
なが

よしみさん（台）

寄せ植え部門 優秀賞

菊
きく

池
ち

理
り

絵
え

さん（大琳寺）

個人部門 銀賞

景観マイスターズ

団体部門 銀賞

前
まえ

田
だ

昭
あき

子
こ

さん（台）

ウェルカムフラワー部門 優秀賞

坂
さか

本
もと

富
ふ

士
じ

夫
お

さん（出分）

市長激励賞

～ 花や緑にあふれた癒やしの景観づくりを目指して ～

ご応募ありがとうございました！
応募作品は、さまざまなイベントで展示予定です。

市
で
は
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、観
光

だ
け
で
な
く
働
く
場
所
と
し
て
、中
長
期
的
に
関
わ
り
合
い
を
持
つ「
菊
池

フ
ァ
ン（
関
係
人
口
）」が
増
加
し
、活
性
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
室 

☎
０
９
６
８（
41
）４
４
８
８

【
※
１
】 �

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
経
験
や
体
験
を
重
視

す
る
消
費
行
動

【
※
２
】 
共
通
の
土
台（
基
盤
）と
な
る
環
境

SDGs 未来都市
菊池市

わたしたちにできること
市は昨年5月に内閣府より「SDGs 未来都市」に認定されました。持続可能な

（住み続けられる）まちづくりに向けた市の取り組みや私たちができる身近な
ことについて、５回（７・８・10・12・3月）に分けて紹介します。

住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

地
域
資
源
×
テ
レ
ワ
ー
ク

　

市
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
「
き

く
ち
ま
る
ご
と
快
適
オ
フ
ィ
ス
化
事

業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
に
掲
げ

て
い
る
取
り
組
み
の
一
つ
で
、
快
適

な
オ
フ
ィ
ス
環
境
と
菊
池
な
ら
で
は

の
コ
ト
消
費
（
※
１
）
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
誘
引
を
図

り
、
地
域
資
源
と
の
相
互
作
用
に
よ

る
好
循
環
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

国
登
録
有
形
文
化
財
を
活
用

　

今
年
８
月
、
御
所
通
り
に
あ
る
国

登
録
有
形
文
化
財
が
新
た
な
施
設
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
１
階
に

喫
茶
や
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
、
２

階
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

市
は
11
月
に
施
設
の
運
営
会
社
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
。
今
後
、
地

域
資
源
の
有
効
活
用
を
行
い
な
が
ら
、

菊
池
フ
ァ
ン
（
関
係
人
口
）
の
創
出
・

拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
向
け
て
～

特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た

　

市
は
、
平
成
31
年
３
月
か
ら
熊
本

市
や
そ
の
周
辺
市
町
村
で
構
成
す
る

熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
の
一
つ
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す

る
こ
と
を
連
携
項
目
に
追
加
し
、
特

設
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
圏
域
19
市
町
村

の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

新
た
な
取
り
組
み
も

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

く
ま
も
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
※
２
）

　
市
民
や
企
業
な
ど
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
熊

本
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登
録
制
度
」
の
登
録
企

業
同
士
や
企
業
と
自
治
体
、
ま
た
は
自

治
体
同
士
が
交
流
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
作
る
こ
と
で
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

❶
広
が
る

◦�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
や

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

❷
学
ぶ

◦�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
な
ど
の
事
例
紹
介

◦�

事
業
者
向
け
研
修
資
料
な
ど
の
掲
載

❸
つ
な
ぐ

◦�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
連
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
募
集
・
掲
載
し
、
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
必
要
と
す
る
事
業
者
や
団
体

な
ど
へ
マ
ッ
チ
ン
グ

8月にオープンしたカフェ
「ASANISIMASA」

私たちが考えるSDGs
若者の意見で熊本の未来が変わる！？

　SDGs 達成のためのアイデアを考え、実践に繋げ
ていくための方法を考えよう。参加費は無料です。

と　き
対　象

方　法

12月17日㈯ 午後２時～４時30分
高校生、大学生（30人程度）
※応募多数の場合は抽選
オンライン（ZOOM配信）

ホームぺージ

申し込みはこちらから。12月12日㈪まで

二酸化炭素の排出量が実質ゼロ！
 広報きくちは印刷時の

　広報きくちは、今年の5月号からカーボンオフセッ
ト（※）と、二酸化炭素（CO₂）の排出量が少ない水
なし印刷を採用し、印刷時に排出される二酸化炭素
は実質ゼロになりました。この取り組みは全国の自
治体広報紙で初めてです。
※�カーボンオフセットとは、他の場所で実現したCO2排出

削減量（クレジット）を購入することにより、排出量の全部、
または一部をオフセット（相殺）する活動です。
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作　文

菊池南中学校２年　後
ご

藤
とう

咲
さ

貴
き

子
こ

さん

参加報告

プラチナ未来人財育成塾での学び

プラチナ未来人財育成塾
未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来人財
育成塾」に毎年各中学校から生徒を派遣しています。広報きくち11月～3月号で
参加した生徒の報告書を紹介します。

　
私
が
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加

し
て
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
戦
争
に
つ

い
て
話
を
聞
き
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
す
る
こ

と
で
、
考
え
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
私

は
戦
争
に
つ
い
て
、「
爆
弾
」
や
「
人
の
死
」

が
怖
く
て
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
嫌

で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
プ
ラ
チ
ナ
未
来

人
財
育
成
塾
で
の
講
義
で
、
世
界
の
戦
争
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
が
あ
り
、今
ま
で
の「
戦

争
」
に
対
す
る
考
え
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。

　

事
前
学
習
で
、藤ふ

じ

原わ
ら

帰き

一い
ち

先
生
の
講
義
を

受
け
て
、今
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
戦
争
や

紛
争
で
は
、太
平
洋
戦
争
の
何
倍
も
の
死
者

が
出
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
例

え
ば
シ
リ
ア
戦
争
で
は
一
般
市
民
は
少
な
く

と
も
20
万
人
が
亡
く
な
り
、６
０
０
万
人
の

難
民
が
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
ど
こ
か
で
、

太
平
洋
戦
争
よ
り
も
恐
ろ
し
い
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
る
と
思
う
と
、目
を
背
け
て
は
い

け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
事
実
を
知
り
、自

分
も
何
か
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
国く

に

谷や

裕ひ
ろ

子こ

先
生
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の

話
も
、
戦
争
に
関
す
る
部
分
が
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。
質
疑
応
答
で
「
17
の
目
標
の
中
で

一
番
達
成
に
近
い
目
標
と
遠
い
目
標
は
何

か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
国
谷
先

生
は
「
一
番
近
い
目
標
は
教
育
で
あ
り
、
一

番
遠
い
目
標
は
戦
争
を
な
く
す
こ
と
」
と

は
っ
き
り
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
一

番
遠
い
目
標
で
あ
る
戦
争
こ
そ
、
世
の
中
か

ら
な
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

す
べ
て
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。
達
成
に
一
番
近
い
目
標
で

あ
る
教
育
の
中
で
戦
争
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
、
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
で
、
少

し
で
も
目
標
達
成
に
近
づ
く
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
科
学
未
来
館
に
行
き
、

「
２
０
５
０
年
ま
で
日
本
の
平
和
が
続
く
か

予
想
し
て
考
え
る
」
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
私
は
30
年
後
の
日
本
の
姿
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま
し
た
。
す
る

と
、
30
年
後
の
日
本
に
は
平
和
が
続
か
な
い

と
い
う
表
示
が
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、「
貧
富
の
差
」
の
問
題
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
な
ぜ
貧
富
の
差
に
よ
っ

て
平
和
が
続
か
な
い
の
か
、
疑
問
に
な
り
調

べ
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
頃
は

貧
富
の
差
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
不
平

等
感
が
軍
部
へ
の
支
持
に
も
つ
な
が
り
、
日

本
は
戦
争
へ
の
道
に
進
ん
だ
背
景
が
あ
り
ま

し
た
。
最
近
の
調
査
で
は
、
日
本
の
所
得
上

位
10
％
に
あ
た
る
人
の
資
産
が
、
国
の
総
資

産
に
占
め
る
割
合
は
48
・
5
％
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
割
合
が
近
年
高
ま
る
傾
向
に
あ

り
貧
富
の
差
が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。
私
は
、

早
く
貧
富
の
差
を
解
消
し
な
け
れ
ば
、
過
去

の
過
ち
が
繰
り
返
さ
れ
、
大
切
な
命
が
奪
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
し
、

多
く
の
先
生
方
の
講
義
を
聞
き
、
グ
ル
ー

プ
で
の
討
論
を
通
し
て
、「
戦
争
」
を
多
方

面
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
の
戦
争
に
対
す
る

考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
戦
争
は
間
違

い
な
く
「
怖
い
も
の
」「
悲
惨
な
も
の
」
で
す
。

し
か
し
、「
私
に
は
止
め
ら
れ
な
い
」
と
あ

き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
世
代

か
ら
、「
戦
争
は
絶
対
に
い
け
な
い
」
と
声

を
上
げ
て
い
く
な
ど
、
で
き
る
範
囲
で
行

動
に
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
戦
争
に
つ

い
て
正
し
い
情
報
を
知
り
、
理
解
し
、
伝

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
学
び
を
生
か
し
、
南
中
生
徒
会

を
中
心
に
戦
争
に
つ
い
て
語
り
、
平
和
を

つ
な
い
で
い
く
た
め
の
行
動
に
移
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

集
会　
令
和
4
年
7
月
2
日
に
青
少
年
育
成

市
民
会
議
と
共
催
で
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
菊
池
市
集
会
を
市
文
化
会
館
の
大
ホ
ー

ル
で
3
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
副
会
長
に
よ
る
開
会
宣
言
後
、
内
閣
総
理

大
臣
お
よ
び
熊
本
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
を
推
進
委
員
2
人
で
行
い
ま
し
た
。 

作
文
募
集　
市
民
へ
運
動
の
理
解
と
認
識
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
小
中

学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
地
域
社
会
づ
く
り
や
更
生
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
募
集
。
29
作
品
の
応

募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
2
作
品
を
決
定
。
集

会
で
は
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
2
人
の
作
文

発
表
と
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

出で

口ぐ
ち　
玲り

ょ
うさ
ん
（
泗
水
東
小
学
校
6
年
）

木き
の

下し
た

逢あ

音の
ん

さ
ん
（
泗
水
中
学
校
3
年
）

集
会
で
の
記
念
講
演　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奄
美
青

少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
ず
り
葉
の
郷
」の

三み

浦う
ら

一か
ず

広ひ
ろ

所
長
が
、「
す
べ
て
の
子
に
チ
ャ

ン
ス
を
！
」
と

題
し
て
講
演
。

三
浦
所
長
は
、

消
防
署
勤
務
時

代
に
関
わ
っ
た

　
協
力
雇
用
主
と
は
、
犯
罪
を
し
た
人
や
非

行
を
し
た
人
な
ど
の
自
立
と
社
会
復
帰
に
協

力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
雇
用
、
ま
た

は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
事
業
主
の
こ
と
で
す
。

　
無
職
者
の
再
犯
率
は
、
有
職
者
の
約
3
倍

で
、
刑
務
所
再
入
所
者
の
7
割
は
、
再
犯
時

に
無
職
で
す
。
再
犯
や
再
非
行
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
仕
事
に
就
き
、
職
場
に
定
着
し

て
、
責
任
あ
る
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
重

要
で
、
協
力
雇
用
主
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。

　
円
滑
な
社
会
復
帰
・
職
場
定
着
の
た
め
に

は
、
事
業
主
と
の
適
切
な
マ
ッ
チ
ン
グ
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
幅
広
い
業
種
の
協
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

協
力
雇
用
主
菊
池
支
部
（
く
り
の
実
会
）

☎
０
９
０（
６
２
９
２
）４
４
５
７

菊
池
地
区
保
護
司
会
菊
池
分
会
長  

森も
り 

隆た
か

博ひ
ろ

不
良
少
年
の
更
生
を
き
っ
か
け
に
、
青
少
年

支
援
に
30
年
以
上
尽
力
し
、
約
3
万
人
の
更

生
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
も
と
に
、
す
べ
て
の
子
に
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
、
過
去
を
許
し
、
認
め
、
褒
め
、
励
ま

し
、
感
謝
す
る
と
い
う
こ
と
、
排
除
す
る
心

で
は
な
く
慈
愛
の
心
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
努
力
が
報
わ
れ
る
社

会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
の
大
事
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
」や
「
聞
い
た
話
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」と
い
っ
た
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

の
ぼ
り
旗
の
設
置　
各
区
の
協
力
で
7
月
の

強
調
月
間
中
に
設
置
。
市
役
所
や
市
内
中
学

校
で
は
懸
垂
幕
や
横
断
幕
を
設
置
し
て
、
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

協
力
金　
協
力
金
は
令
和
４
年
11
月
中
旬
時

点
で
89
万
６
３
０
０
円
と
な
り
、
各
種
事
業

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
春
の
藍
綬
褒
章
】

清し

水み
ず

昭し
ょ
う

榮え
い

（
川
上
）

【
全
保
連
委
員
長
表
彰
】

後ご

藤と
う

慶け
い

治じ

郎ろ
う（
大
琳
寺
）、米よ

ね

村む
ら

達た
つ

郎ろ
う（
雪
野
）

【
九
保
連
所
長
表
彰
】

伊い

藤と
う

道み
ち

俊と
し

（
袈
裟
尾
）、
高た

か

木ぎ

恵え

美み

（
道
園
）

「社会を明るくする運動」では、犯罪や非行のない
地域を目指し、一人一人が考え、参加するきっかけ
をつくることを目的に活動しています。

問い合わせ先
社会を明るくする運動菊池市推進委員会
☎0968（25）7232（菊池市教育委員会生涯学習課内）

【協力】菊池地区保護司会菊池分会広報部

更
生
ペ
ン
ギ
ン
の

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん

三浦所長

７月に設置したのぼり旗
（菊池市文化会館）

今
年
度
の

主
な
取
り
組
み

協
力
雇
用
主
を

募
集
し
て
い
ま
す

更
生
保
護
活
動
表
彰

（
敬
称
略
）
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問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

不
眠
に
は

4
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す

①
夜
、
寝
つ
き
が
悪
い
➡
入
眠
困
難
。

②�

夜
中
に
よ
く
目
が
覚
め
る
➡
途
中
覚

醒
。

③�

朝
な
か
な
か
起
き
ら
れ
な
い
➡
起
床

困
難
。
ま
た
は
朝
早
く
目
が
覚
め
て

し
ま
う
➡
早
期
覚
醒
。

④�

寝
て
い
る
の
に
眠
っ
た
気
が
し
な
い

➡
熟
眠
困
難
。

快
眠
の
た
め
の
過
ご
し
方

～
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
～

【
朝
】

◦
決
ま
っ
た
時
間
に
起
床
す
る
。

◦�

太
陽
の
光
を
浴
び
る
。
朝
、
目
覚
め

た
ら
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
自
然
光
を

浴
び
ま
し
ょ
う
。
朝
に
太
陽
の
光
を

し
っ
か
り
浴
び
る
と
体
の
リ
ズ
ム
が

調
整
さ
れ
ま
す
。

◦
規
則
正
し
い
食
事
を
心
掛
け
る
。

【
昼
】

◦�

昼
寝
を
す
る
。
午
後
1
時
～
3
時
の

間
で
30
分
以
内
。
長
く
眠
る
と
眠
り

が
深
く
な
り
、
脳
と
体
が
休
息
モ
ー

ド
に
な
っ
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
頭

が
ぼ
ん
や
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

◦�

趣
味
や
人
と
の
付
き
合
い
な
ど
を
通

し
て
楽
し
い
笑
い
の
時
間
を
持
つ
。

笑
い
は
脳
を
活
性
化
さ
せ
、
免
疫
力

を
向
上
さ
せ
ま
す
。

◦�

明
る
い
と
こ
ろ
で
過
ご
す
。

10月の歯科検診で、むし歯がなかったお子さん
を紹介します。※敬称略。（ ）行政区は検診日時点

井
い

手
で

健
けん

祐
ゆう

（立石）
岩
いわ

木
き

陽
ひ

葵
まり

（上西寺）
魚
うお

住
ずみ

祐
ゆう

心
しん

（神来）
有

う

働
どう

千
ち

代
よ

世
せ

（野間口）
髙
こう

山
やま

大
たい

心
しん

（茂藤里）
髙
たか

木
き

清
せい

愛
あ

（片角）
高
たか

木
き

蓮
れ

羚
い

（上西寺）
田

た

中
なか

祐
ゆう

馬
ま

（深川）
益
ます

﨑
ざき

葉
よう

子
こ

（迎町）
山
やま

本
もと

千
ち

桜
お

（遊蛇口）
森
もり

川
かわ

悠
はや

斗
と

（栄町）
城
じょう

　心
ここ

菜
な

（上赤星）
安
やす

村
むら

千
ち

穂
ほ

（花房台）
稲
いな

垣
がき

芽
め

衣
い

（北原）
甲

か

斐
い

結
ゆい

翔
と

（北原）
越
おお

猪
い

一
いち

護
ご

（西正観寺）

中
なか

村
むら

美
み

桜
お

（上赤星）
中
なか

村
むら

　心
しん

（北原）
坂
さか

本
もと

大
やま

和
と

（岩瀬）
松
まつ

枝
えだ

凜
りん

之
の

介
すけ

（岡田）
大
おお

久
く

保
ぼ

颯
はや

斗
と

（蟹穴）
斉
さい

藤
とう

伶
れ

和
お

（九の峰）
伊

い

藤
とう

ゆかり（妻越）
松
まつ

永
なが

彩
あ

衣
い

凜
り

（大迫）
春
はる

田
た

武
いさ

桜
お

（福本団地）
吉
よし

田
だ

成
せい

吾
ご

（東原団地）
生
いく

田
た

　紗
すず

（高江）
衞

え

藤
とう

壮
そう

佑
すけ

（北原団地）
中
なか

原
はら

遥
はる

音
ね

（富の原西）
東
ひがし

　旺
おう

汰
た

（薬師）
森
もり

本
もと

　逞
たくま

（桜山一）
梁
やな

池
ち

愛
あ

心
こ

（朝日団地）

3歳児健診時「むし歯なし」の子

睡
眠
は
脳
と
心
の
栄
養

　

1
日
の
3
分
の
1
近
く
を
占
め
る
睡

眠
に
は
、
体
や
脳
を
休
め
、
疲
れ
を
回

復
さ
せ
る
な
ど
、
重
要
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
睡
眠
の
量
が
不
足
し
た
り
、
質

が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
と
、
判
断
力
の

低
下
や
集
中
力
・
注
意
力
の
低
下
だ
け

で
は
な
く
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
発
症
に
も
つ
な
が
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
う
つ
病
を
は
じ
め
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
も
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
い

な
が
ら
、
心
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は

十
分
な
睡
眠
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

睡
眠
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
促

進
し
、
細
胞
の
修
復
や
成
長
を
促
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
脳
や
体
の
発
育
途
中

に
あ
る
子
ど
も
に
も
大
切
な
も
の
で
す
。

毎
日
の
睡
眠

し
っ
か
り
と
れ
て
い
ま
す
か
？

　

適
切
な
睡
眠
時
間
と
い
う
の
は
、
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
大
切
な
の
は
量
よ
り

質
で
す
。
質
の
高
い
睡
眠
と
、
朝
、
目

覚
め
た
と
き
に
「
ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
」

と
い
う
感
覚
が
得
ら
れ
る
眠
り
で
す
。

【
夕
方
】

◦�

軽
い
運
動
を
す
る
。
午
後
5
時
頃
が

お
す
す
め
で
す
。

◦�

夕
食
か
ら
入
眠
ま
で
は
居
眠
り
を
し

な
い
。

【
夜
】

◦�

脳
と
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
。

心
が
落
ち
着
く
音
楽
な
ど
を
聴
き
ま

し
ょ
う
。

◦�

お
風
呂
は
ぬ
る
め
に
。
就
寝
の
2
～

3
時
間
前
が
お
す
す
め
で
す
。

◦�

就
寝
前
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
コ
ー

ヒ
ー
、
緑
茶
な
ど
の
カ
フ
ェ
イ
ン
を

含
む
飲
食
物
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

◦�

就
寝
前
に
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画

面
を
長
時
間
見
る
こ
と
は
控
え
る
。

睡
眠
を
促
す
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
が
出
に
く
く
な
り
、
な
か
な

か
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
睡
眠

の
質
が
低
下
し
ま
す
。

◦�

寝
床
で
悩
み
事
を
考
え
な
い

　

睡
眠
に
問
題
が
生
じ
て
、
自
ら
の
工

夫
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
と
感
じ
た
と

き
は
、
早
め
に
専
門
機
関
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

睡
眠
薬
は
専
門
家
の
指
示
で
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

心の健康は生活の質を大きく左右します。適度な運動やバランスの取れた栄養・食生
活は、体だけでなく心の健康にも重要な基礎となります。また、十分な睡眠をとり、スト
レスと上手に付き合うことは心の健康に欠かせない要素です。

～ 便秘を解消する食生活 ～
　高齢になると食事量が減少し、大腸の動きが弱くな
ります。そのため、腸内細菌のバランスの変化や排便
に関わる筋肉の衰えなどで、便秘の人が増えてきます。
　今回は便秘を解消するポイントについて紹介します。

❶�生活リズムは規則正しく、朝食はきちんと食べましょ
う。3食しっかりと、なるべく決まった時間に食事を
しましょう。

❷�小まめに水分を補給しましょう。十分な水分で便量
が増え、排便がスムーズになります。

❸�食物繊維が多く含まれる食品を食べましょう。 豆類・
大豆製品・海藻類・果物類・こんにゃく・キノコ類・キャ
ベツ・南瓜・ゴボウ・サツマイモ・切干大根・オクラなど。

❹�発酵食品を食べましょう。ヨーグルトや納豆などは
腸内の善玉菌を増やして便秘を防ぎます。

❺�適度な運動をしましょう。運動は血行を良くし、腸の
動きを活発にします。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216

献血を実施する事業所を募集中です！
　熊本県赤十字血液センターでは、企業や学校など
団体での献血への協力をお願いしています。
　血液製剤には有効期間があり、安定的に患者さん
へ血液を届けるには、継続的な献血への協力が必要
不可欠です。しかし、新型コロナウイルス感染症の影
響で、献血協力者や献血バスの巡回が減少している
状況です。
　以下に献血バス配車の目安を記載していますので、
ご検討ください。

１日献血の場合（400mL献血：50～60人程度）
【時間】午前９時30分～正午、午後１時30分～４時
半日献血の場合（400mL献血：30人程度）

【時間】午前9時30分～正午
献血バスの駐車場所 

【全長】12m　【全幅】３m　【全高】４m
受付場所　会議室、事務所など

問熊本県赤十字血液センター　☎096（384）6725

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
老
後
」と
「
も
し
も
」の
と
き
に

備
え
ま
し
ょ
う

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め

ま
し
た
か
。
年
金
は
、
自
分
自
身
だ
け

で
な
く
世
代
間
の
助
け
合
い
で
す
。

　

未
納
の
ま
ま
で
い
る
と
、「
老
後
」

の
年
金
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
「
も
し

も
」
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま

し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
に

困
っ
た
ら

　

国
民
年
金
の
長
い
加
入
期
間
中
に
は
、

病
気
や
け
が
、
失
業
な
ど
の
経
済
的
理

由
で
、
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

な
時
期
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
は
、「
免
除
制
度
」
が
あ
な

た
の
年
金
を
守
り
ま
す
。

▼�

収
入
が
少
な
く
、
生
活
に
困
っ
た
と

き
▼�

病
気
や
け
が
な
ど
で
経
済
的
に
困
っ

た
と
き

▼�

失
業
や
営
業
不
振
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
困
る
と
き

　
「
免
除
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課
の
国
民
年
金
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
代
理
で
申
請
す
る
場
合

は
、
申
請
す
る
人
の
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
を
預
か
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
継
続
申
請
に
よ
り
期
間
延
長
承
認

に
該
当
す
る
人
以
外
は
、
毎
年
申
請
が

必
要
で
す
。

※�

申
請
書
提
出
後
、
年
金
事
務
所
で
前

年
度
所
得
額
に
基
づ
き
審
査
が
あ
り

ま
す
。
審
査
の
結
果
、
免
除
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

※�

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除
（
4

分
の
3
免
除
・
半
額
免
除
・
4
分
の

1
免
除
）
が
承
認
さ
れ
た
人
は
、
残

り
の
一
部
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未

納
期
間
と
な
り
、
老
後
に
受
け
取
る

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
や
障
が
い
、

死
亡
に
対
す
る
年
金
（
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
死
亡
一
時
金
）

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

追
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

免
除
を
受
け
た
期
間
や
納
付
猶
予
期

間
お
よ
び
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険

料
は
、
10
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
は

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
付
き
ま
す
の

で
、
早
め
に
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

七城公民館 講堂ところ
20人（要申込）定　員

12月17日㈯ 午後１時30分～２時30分と  き

テーマ「魔法の〇〇」

金
の
星
社

1

く
も
ん
出
版

2

自
由
国
民
社

3

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版

4

TERUKO／著

２ まるで魔法のような
　本当の話

　「翼を持つ種」や「虹色の木」
など、魔法のようだけど実際
に存在するものを物語で紹介。

図 書 館

　「座・まりあ」による、人形劇を開催します。

　1月開講予定の講座で、受講生を追加募集している講
座を紹介します。随時受け付けていますので、中央公民
館にお問い合わせください。 ※定員に達し次第、終了

人形劇を楽しむ
～人形たちの楽しいダンスやおはなし会～

追加募集講座を紹介します!

前期に開催した講座の一部を紹介します!

公 民 館

森
もり

藤
ふじ

ヒサシ／著

やまだともこ／作
いとうみき／絵

4 家族写真の魔法

1 �まほうのじどうはんばいき

　最後に家族写真を撮ったの
はいつですか。家族を30年以
上撮影してきた著者は、撮るこ
と、飾ることで、幸せの魔法に
かかるという。気軽に撮る方法
や効果的な使い方なども伝授。

　ボタンを押すだけで欲しい
ものが手に入る!? 不思議なじ
どうはんばいきのお話。

牛
うし

尾
お

早
さ

百
ゆ

合
り

／著
3 �人生を変える髪の魔法

　心に余裕があると、自分の
姿が見えてきます。白髪を見
つけたら、それは老化の始ま
り。楽しんで髪の手入れをす
ることで、新しい自分に出会い
ましょう。

中央図書館 ステップところ
30人（要申込）定　員 無料参加費

無料参加費

12月18日㈰ 午後５時～６時と  き

　発酵セレクトショップ「ますな屋酒店」の店主・末
すえ

田
だ

正
まさ

弘
ひろ

さんによる講演です。

大人の学びカフェ「日本人と発酵食」

No． 講座名

26

世界規模でみる菊池の今
～未来をより良いものにするために～

【初回】１月14日㈯ 午前10時～11時30分（隔週㈯、全３回）
SDGsの観点から世界と菊池の違いを知り、今私たちに
できることを考えてみましょう。

32

中央公民館×明治安田生命
女性のための「健康づくり栄養」講座

【初回】１月16日㈪ 午後１時30分～３時（隔週㈪、全２回）
体の中から美しくなる秘訣を、明治安田生命の講師が
楽しく分かりやすく紹介します。

●スマホ入門【Android版】
　（8月・全3回、旭志公民館）
　スマホを持参して、基本操作や写真
の撮り方、マップやゲームなどのアプリ
の操作を習いました。「今後はアプリを
活用したい」といった声があがりました。

●健康と美を創造するエクササイズ ～輝く女性のために～
　（6月～9月・全12回、泗水公民館）
　健康と美を保つための知識と自分磨
きの運動を学びました。「自分のペース
で少しずつでも続けて、毎日の習慣に
したい」といった感想がありました。

ふ
る
里
の
井
戸
跡
に
聞
く
秋
の
声

風
の
跡
残
し
て
稲
田
稔
り
け
り

母
の
忌
や
あ
の
日
の
如
く
秋
の
雨

転
び
し
子
待
ち
て
ゴ
ー
ル
の
運
動
会

縦
横
に
猪
垣
張
り
て
ゐ
る
暮
し

万
句
の
里
俳
句
会  

10
月
句
会

稲
穂
垂
る
穀
倉
菊
池
目
の
あ
た
り
止
む
な
し
離
農
の
哀
愁
が
湧
く

阿
蘇
に
住
む
孫
子
ら
突
如
の
来
訪
に
食
事
を
誘
う
山
鹿
に
向
か
う

夕
暮
れ
の
竹
林
に
白
鷺
と
ま
る
群
れ
楽
譜
に
似
た
り
曲
名
は
何

機
の
窓
に
広
が
る
山
脈
延
々
と
国
土
に
占
む
る
七
割
の
蒼

猪
は
落
果
の
栗
を
食
う
と
云
う
取
ら
れ
て
な
ら
じ
そ
の
前
に
穫
る

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

井
藤　
和
俊

渡
辺　
光
夫

緒
方　
正
俊

七
城
短
歌
会  

10
月
詠
草

子
も
孫
も
去
り
し
広
間
の
秋
の
夕
鉛
筆
一
本
短
歌
に
入
り
ゆ
く

金
婚
式
待
ち
望
ん
で
た
君
は
病
院
指
定
の
席
に
寂
し
く
坐
る

柿
映
え
る
故
郷
の
日
々
穏
し
き
と
綴
れ
ば
浮
か
ぶ
友
の
笑
顔
の

こ
の
夏
の
名
残
惜
し
む
か
百
日
紅
ほ
ろ
り
ほ
ろ
り
と
花
落
と
し
ゆ
く

声
援
に
笑
顔
見
せ
て
た
幼
児
は
ゴ
ー
ル
射
る
目
で
今
位
置
に
つ
く

山
城　
雅
子

岩
本
サ
ヨ
子

坂
本　
玲
子

松
竹　
洋
子

坂
本　
　
佳

「
里
」短
歌
会  

10
月
詠
草

秋
天
の
雫
の
如
き
紅
萩
の
零
れ
る
野
辺
に
秋
は
逝
き
つ
つ

小
指
ほ
ど
小
さ
き
家
守
訪
な
い
て
一
人
の
我
を
守
る
と
い
う
か

涼
し
さ
に
空
見
上
げ
れ
ば
う
ろ
こ
雲
洗
濯
物
の
ひ
ら
ひ
ら
ゆ
れ
し

「
姥
車
押
し
て
歩
け
」
と
娘
の
云
ふ
に
強
き
母
親
素
直
に
聞
き
し

こ
の
夏
の
暑
さ
残
れ
る
雑
草
に
埋
も
れ
て
一
輪
ガ
ー
ベ
ラ
の
白

中
川　
愛
子

堤　
よ
し
み

田
中　
遥
子

山
城　
雅
子

岩
根　
博
恵

渓
流
短
歌
会  

10
月
詠
草

思し

惟い

仏ぶ
つ

と
秋
思
を
頒
つ
旅
ご
こ
ろ
夕
月
淡
く
ま
た
た
く
星
よ

黄き
び
た
き鶲
を
待
ち
て
水
辺
の
と
き
ど
き
に
豹
の
目
に
な
る
君
も
カ
メ
ラ
も

我
の
手
を
し
っ
か
り
握
っ
て
く
れ
た
手
を
今
は
我
が
引
く
細
き
母
の
手

は
し
ゃ
ぐ
子
を
追
う
母
を
見
て
笑
み
浮
か
ぶ
公
園
み
た
い
ね
こ
の
図
書
館
は

時
じ
く
の
氷
雨
の
嵐
揺
れ
な
が
ら
生
き
て
負
ふ
苦
を
花
は
知
る
ら
む

中
川　
愛
子

安
藤　
則
子

川
口
す
み
子

小
堀　
久
男

怒
留
湯
健
蓉

菊
池
短
歌
会  

11
月
詠
草

若
夫
婦
新
米
ホ
イ
と
運
び
來
る

生
涯
の
網
張
り
終
え
し
秋
の
蜘
蛛

戦
無
き
空
吹
き
渡
れ
秋
の
風

ト
ラ
ク
タ
ー
秋
耕
の
土
落
し
行
く

孫
の
乳
歯
抜
け
て
可
愛
き
秋
日
和

藤
本
ア
ツ
子

守
田　
惟
誠

森　
　
正
子

坂
崎
ユ
キ
子

青
木
ユ
リ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

10
月
例
会

両
脇
に
こ
こ
を
通
れ
と
彼
岸
花

三
毛
猫
の
抱
っ
こ
を
せ
が
む
秋
深
し

名
月
に
老
の
一
念
洩も

る
詩
吟

朝
ま
で
も
裏
の
草
む
ら
虫
す
だ
く

天
ま
で
も
思
い
届
け
と
彼
岸
花

中
尾
ヨ
シ
コ

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

稗
田　
達
恵

藤
本
け
い
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

10
月
詠
草 隈

部　
輝
子

加
藤　
妙
子

中
路　
郁
子

宮
本　
雅
子

岩
木　
敬
治

場所：茂藤里
撮影：広報（令和４年11月）
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が
あ
る
場
所
に
は
３
つ
の
塚
か
ら
な
る

大だ
い

善ぜ
ん

風ぷ
う

と
、
そ
の
北
側
１
０
０
㍍
余
の

所
に
４
つ
の
塚
か
ら
な
る
小し

ょ
う

善ぜ
ん

風ぷ
う

が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
７
つ
の
塚
は
合
戦
で

亡
く
な
っ
た
両
軍
将
士
の
墳
墓
で
あ
ろ

う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
わ

ず
か
に
木
立
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
す
。

　
善
風
塚
跡
に
近
い
三み

つ

沢さ
わ

字
寺て

ら

小し
ゅ
う

路じ

に

は
、
戦
死
者
の
供
養
の
た
め
に
南
北
両

軍
が
協
力
し
て
建
て
た
善
風
寺
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
原
古
戦
場
碑

　
小
郡
市
役
所
横
の
東
町
公
園
の
奥
、

小
高
く
盛
り
土
し
た
上
に
南
面
し
て

立
つ
、
自
然
石
の
「
大
原
古
戦
場
碑
」。

１
３
５
９
（
正
平
14
・
延
文
４
）
年
、

現
在
の
小
郡
・
大お

お

保ほ

・
山や

ま

隈ぐ
ま

を
中
心
に

繰
り
広
げ
ら
れ
た
大
保
原
合
戦
の
記
念

碑
で
、
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
10
月
、

三
井
郡
内
の
学
校
職
員
・
生
徒
に
よ
り

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
園
内
に
は
、
他
に
も
合
戦
に
関
連

す
る
碑
や
案
内
板
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

小お
ご
お
り郡
市

　

福
岡
県
小
郡
市
は
、
筑
紫
平
野
か

ら
福
岡
平
野
へ
抜
け
る
場
所
に
位
置
し
、

古
来
多
く
の
人
々
が
行
き
交
っ
た
交
通

の
要
衝
で
す
。
古
代
か
ら
中
世
ま
で
九

州
を
統
括
し
て
い
た
大
宰
府
に
も
近
く
、

南
北
朝
時
代
に
は
、
九
州
を
二
分
す
る

南
朝
方
と
北
朝
方
が
雌
雄
を
決
し
た
大お

お

保ほ

原ば
る

合
戦
（
大
原
合
戦
）
の
舞
台
と
な

り
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
今
で
も
合
戦
に
関
す
る
史

跡
が
残
っ
て
お
り
、
戦
い
の
あ
っ
た
夏

を
中
心
に
毎
年
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

福ふ
く

童ど
う

の
将
軍
藤

　
大
保
原
合
戦
で
深
手
を
負
っ
た
懐か

ね

良な
が

親し
ん

王の
う

が
、
大お

お

中な
か

臣と
み

神
社
に
傷
の
回
復
を

祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
加
護
で
全
快

し
た
こ
と
に
感
謝
し
、
フ
ジ
の
木
を
奉

納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
覆

面
積
は
約
５
０
０
平
方
㍍
に
お
よ
び
、

１
９
７
０
年
（
昭
和
45
）
に
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

善ぜ
ん

風ぷ
う

塚づ
か

跡

　
大
保
原
合
戦
で
は
、
両
軍
に
多
数
の

犠
牲
者
が
出
た
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
戦
死

者
を
葬
っ
た
と
さ
れ
る
塚
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
し
た
。
小
郡
市
立
大
原
小
学
校

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

菊
池
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７

◆

シ
リ
ー
ズ 

◆

将軍藤大原古戦場碑

菊池ファンクラブ

菊池の古代史講座（全５回）1

2 菊池一族の歴史講座（全５回）

【講師】 中
なか

原
はら

　英
ひでし

さん
内容：菊池川流域に足跡を残した神々

内容：13代 武重公
【講師】 田

た

中
なか

忠
ただ

彦
ひこ

さん

と　き ［第３回］12月17日㈯
1 午前10時～  2 午後１時～
ところ 菊池観光交流館

受講料 1講義 2千円
※1講義ごとに参加可能

申込期限 12月10日㈯

定　員 20人
※申し込みが多い場合は抽選

申し込み先　菊池ファンクラブ
☎0968（25）0513（菊池観光協会内）

　
10
月
5
日
に
、
校
区
人
権
啓
発
推
進

部
会
（
市
内
13
地
域
毎
に
組
織
さ
れ
て

お
り
、
人
権
啓
発
を
行
っ
て
い
る
）
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
菊
池
恵
楓
園
を

訪
問
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
歴
史

資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
菊
池
恵
楓
園
を
訪
問
さ
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
県
内
各
地
か
ら
の
訪

問
者
も
多
く
、
今
回
は
天
草
の
人
権
擁

護
委
員
さ
ん
と
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
歴
史
資
料
館
で
は

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
の
感
染
に

伴
い
、
こ
の
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
の
な

い
人
に
ご
く
ま
れ
に
発
病
す
る
慢
性
感

染
性
疾
患
で
す
。
変
形
や
機
能
障
害
を

残
す
こ
と
が
あ
り
、
昔
か
ら
偏
見
や
差

別
の
対
象
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在

で
は
有
効
な
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
、
早

期
発
見
と
治
療
に
よ
り
後
遺
症
を
残
さ

ず
完
治
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。』

　
国
は
１
９
３
１
年
に
「
癩ら

い

予
防
法
」

を
施
行
し
、
日
本
中
の
全
て
の
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
を
療
養
所
に
隔
離
。
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
が
１
人
も
い
な
い
こ
と
を
め

ざ
し
て
、
患
者
を
密
告
さ
せ
療
養
所
に

送
り
込
む
官
民
一
体
の
「
無
ら
い
県
運

動
」
を
行
い
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
は

恐
ろ
し
い
病
気
と
い
う
誤
っ
た
認
識
を

植
え
付
け
た
の
で
す
。

　

１
９
４
９
年
に
プ
ロ
ミ
ン
治
療
が

始
ま
り
、
現
在
は
多
剤
併
用
療
法
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
効
薬
の
登
場

で
治
る
病
気
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
９
５
３
年
に
は
改
正
「
ら
い
予

防
法
」
が
成
立
。
終
生
隔
離
は
継
続
さ

れ
、
１
９
９
６
年
に
よ
う
や
く
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
隔
離
政
策
は
、
家
族
の
心

ま
で
分
断
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
３
年
に
は
ホ
テ
ル
の
宿
泊
拒

否
差
別
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
被
害

者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
患
者

さ
ん
が
誹
謗
中
傷
に
さ
ら
さ
れ
、
世
の

中
の
常
識
を
疑
う
よ
う
な
悔
し
い
出
来

事
が
続
き
ま
し
た
。

　
元
患
者
さ
ん
に
対
す
る
差
別・偏
見・

排
除
と
同
様
の
仕
打
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
被
害
者

に
対
し
て
、
本
人
に
責
任
の
な
い
こ
と

を
責
め
立
て
る
・
攻
撃
す
る
・
差
別
す

る
人
が
大
勢
出
て
く
る
の
で
す
。
恐
怖

や
不
安
は
本
質
を
見
失
わ
せ
る
と
い
う

こ
と
を
散
々
見
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
に
、
差
別
と
闘
う
た
め

に
裁
判
を
起
こ
し
、「
ハ
ン
セ
ン
病
家

族
訴
訟
」
で
勝
訴
判
決
を
勝
ち
取
っ
た

元
患
者
さ
ん
と
、
全
国
水
平
社
創
立
を

成
し
遂
げ
た
西さ

い

光こ
う

万ま
ん

吉き
ち

ら
の
姿
が
重
な

り
ま
し
た
。

　
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
は
、
差
別
す
る
側
の
心
の
問
題
で
す
。

歴
史
資
料
館
の
目
的
の
一
つ
に
『
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
を
教
訓
に
さ
ま
ざ
ま
な
偏

見
と
差
別
の
解
決
を
め
ざ
す
』
と
あ
り

ま
す
。
病
気
が
治
っ
て
も
、
社
会
復
帰

が
で
き
な
い
、
家
族
の
も
と
に
帰
る
こ

と
や
家
族
の
お
墓
に
入
る
こ
と
さ
え
で

き
な
い
、
本
名
で
生
き
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
回
復
者
の
方
に
こ
の
よ
う
な
生

き
方
を
強
い
て
い
る
の
は
、
い
っ
た
い

誰
で
し
ょ
う
か
。

　
「
私
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
」で
し
ょ

う
か
。
無
関
心
の
空
気
が
、
回
復
者
や

そ
の
家
族
に
こ
の
よ
う
な
生
き
方
を
強

い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
目
的
の
二
つ
目
に
は
『
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
に
関
す
る
情
報
発
信
と
社
会
と
の

交
流
を
通
し
て
入
所
者
及
び
家
族
の
名

誉
回
復
を
は
か
る
』と
あ
り
ま
す
。「
社

会
復
帰
を
し
た
く
て
も
、
齢
を
と
り
す

ぎ
た
」
と
い
う
内
容
の
手
記
も
あ
り
ま

し
た
。
時
間
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
も
心

に
迫
っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
菊
池
恵
楓
園
の
資
料
館
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
心
に
響
く
何
か
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

207

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
５

12
月
の
申
請
締
切
日
は

12
月
20
日
㈫
で
す

　
農
業
委
員
会
関
連
の
申
請
締
切
日
は
、

通
常
毎
月
25
日
で
す
が
、
12
月
は
年
末

年
始
を
は
さ
む
た
め
、
締
切
日
が
早
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
日　
12
月
20
日
㈫

農
業
者
年
金
で

安
心
で
豊
か
な
老
後
を

　
農
業
者
年
金
は
、
次
の
要
件
を
満
た

す
人
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

◦�

60
歳
未
満
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
し
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
の
人
（
国
民
年
金
保
険
料
納
付

免
除
者
を
除
く
）

※�

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
任

意
加
入
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
地
を
改
良
す
る
前
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　
農
地
の
利
用
増
進
や
保
全
を
図
る
た

め
に
農
地
を
盛
土
し
た
り
、
掘
り
下
げ

た
り
し
て
農
地
を
改
良
す
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
農
地
を
埋
め
立
て
田

か
ら
畑
に
転
換
し
た
り
、
良
質
の
土
を

入
れ
て
土
壌
を
改
良
し
た
り
す
る
場
合

で
す
。
農
地
を
改
良
す
る
前
に
は
必
ず

「
土
地
改
良
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
耕
土
以
外
の
工
事
残
土
な
ど
を
処
分

す
る
た
め
の
埋
め
立
て
や
土
砂
の
採
取

は
、
農
地
の
改
良
で
は
な
く
農
地
転
用

に
な
る
た
め
、
農
地
法
の
規
定
に
よ
る

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
地
の
貸
し
借
り
は

農
業
委
員
会
を
通
し
て
く
だ
さ
い

　
農
地
を
貸
し
借
り
す
る
場
合
は
、
農

業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
る
よ
う
に
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
委
員

会
を
通
さ
ず
に
貸
し
手
と
借
り
手
の
口

頭
に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り
、
い
わ
ゆ

る
「
ヤ
ミ
小
作
」
は
農
地
法
違
反
で
す
。

　
賃
借
の
両
者
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
も
、
早
急
に
農
業
委
員
会
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
お
悩
み
は

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ま
で

　
市
で
は
、
市
内
30
の
地
域
ご
と
に
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委
嘱
し
、

農
地
が
効
率
的
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
最

適
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
を
貸
し
た
い
が
誰
に
相
談
す
れ

ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
。
農
地
を
借
り

た
い
け
ど
借
り
ら
れ
る
農
地
の
情
報
が

少
な
い
な
ど
、
悩
み
が
あ
る
人
は
地
元

の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

「
私
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
」か
？

地
域
人
権
教
育
指
導
員　
末す

え

永な
が

知ち

恵え

美み

協力隊
フェイスブック

【問い合わせ先】 地域振興課 ☎0968（25）7250

　きくち暮らしコーディネーターに就任して４カ月が経ち
ました。菊池での生活も慣れてきて、自然や人、食べ物の
魅力を多く感じています。早速、全国区の移住イベントに
参加し、菊池で感じた魅力やリアルな感想を伝えることが
できました。
　現在、山間部の魅力を引き出すために、旭志地域を皮切
りに空き家調査を進行中です。認知していない空き家のリ
スト化とマップ化を目指し、地域に入って調査をしています。
区長さんに直接ヒアリングを行い、調査に同行してもらう
ことで、さまざまなご意見やお話を直接聞くことができま
した。地域の人の思いを受け止め、皆さんが安心でき、納
得いく空き家の利活用の準備をしていきます。
　また、隈府エリアのまちなかの活性化を図るため、まち

なかのデザイン会議にも参加しています。昔の建物や文化、
知恵を生かし、菊池の魅力を増幅させることが、菊池の子
どもたちにとって、まちに愛着を生むきっかけになると思
います。これからの菊池人のため、専門家と菊池で活動し
ている人々が協力し、思いの実現に向けて走り出しています。
　私自身も隈府のまちなかで、空き家を利活用し活動して
いく予定で、これから
がとても楽しみです。
　「 山間部や 田園地
域の魅力」、「まちな
かの魅力」を地域の
皆さんと一緒にもっ
と増大・発信できるよ
う、まい進します！ 各区長の協力の下、空き家調査を実行中

これからの菊池人へ！
空き家を軸に地域のまちづくり進行中

きくち暮らしコーディネー

甲
か

斐
い

 友
とも

彦
ひこ

さん

vol.61
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人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
の
委

嘱
を
受
け
、
市
民
の
人
権
を
守
る
身
近
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
「
人
権
相
談
」「
人

権
侵
害
の
被
害
者
救
済
」「
人
権
啓
発
活

動
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

問
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

人
権
同
和
啓
発
係

　
☎（
25
）７
２
０
９

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
が

着
任
し
ま
し
た

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

 

【問い合わせ先】
税務課市民税係 　　　　☎（25）7206
保険年金課国民健康保険係 ☎（25）7218

口座振替を利用している人は、12
月26日㈪に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

12月の「税」の納期限
１２月26日㈪

市県民税第４期
国民健康保険税第6期

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

■ごみの直接持ち込みについて

家庭ごみ収集
（袋ごみ）

ごみを直接持ち込む場合 し尿くみ取り

燃やすごみ
可燃性粗大ごみ

資源物、不燃物
不燃性粗大ごみ

菊池・七城・旭志地区
泗水地区

（富の原北区の一部）

泗水地区
（富の原北区の一部を除く）

12
月

２１日㈬
収集カレンダーの

通り
午前8時30分～正午、

午後1時～5時
午前8時30分～正午、

午後1時～5時
１９日㈪午後5時まで
の依頼分を23日㈮ま
でにくみ取り

２１日㈬午後5時30分
までの依頼分を28日
㈬までにくみ取り

2２日㈭
23日㈮
24日㈯ 休み

午前8時30分

～

午後5時

午前8時30分

～

午後5時

休み 休み25日㈰
２６日㈪

収集カレンダーの
通り

計画収集 計画収集２７日㈫
２８日㈬
２９日㈭

休み 休み

３０日㈮
３１日㈯

休み 休み１
月

１日㈰
休み２日㈪

３日㈫

問い合わせ
先

環境課 
☎（25）1116

菊池環境工場
クリーンの森合志

☎096（248）0330
環境美化センター
☎096（2９３）１２２２

㈲旭衛生舎
☎（24）2181

㈱セイブクリーン
☎096（２４２）００５９

▶�時間に余裕を持って持ち込みましょう
▶�搬入量や大きさによって処分手数料が必

要です
※�手数料や注意点など、詳しい内容は「ごみ

収集カレンダー」や「菊池市家庭ごみの分
け方・出し方」をご覧ください

菊池市ごみ分別

家庭ごみの分け方
や出し方、ご み 収
集日などを、スマー
トフォンやタブレッ
ト端末で検索でき
る無料アプリです。

年末年始のごみ収集と
し尿くみ取りの日程

年末年始のごみ収集とし尿くみ取りは次の日程で行います。家庭ごみ収集は
「令和４年度家庭ごみ収集カレンダー」のとおりです。
ごみステーションへのごみ出しは、分別のルールを守った上で、決められた
時間までに出してください。 問環境課 ☎(25)1116

■ 粗大ごみ収集の申込期限（１月収集分）
【菊池・七城・旭志地区】 12月28日㈬ 午後５時
▶㈲菊池環境美化センター  ☎（2４）５６７７
▶㈲セーフティ  ☎（2５）０２８５

【泗水地区】 12月29日㈭ 午後5時30分
▶㈱セイブクリーン
　☎096（２４２）００５９
※�ホームページからは24時間受け

付けしています。ホームぺージ⇒

持ち込み先地図 アプリを
ご活用ください！

建
物
の
新
築・増
築・取
り
壊
し

の
際
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

令
和
５
年
１
月
１
日
㈰
ま
で
に
建
物

裁
判
員
候
補
者
に

名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す

　
裁
判
員
制
度
は
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制
度

で
す
。
裁
判
所
で
は
毎
年
11
月
、
裁
判
員

候
補
者
名
簿
に
名
前
が
登
録
さ
れ
た
人
へ

名
簿
記
載
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
翌
年
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す
。
通
知
が
届
い
た
ら
、
ま
ず
は
同

封
の
調
査
票
の
内
容
を
確
認
し
、
該
当
す

る
辞
退
事
由
が
あ
れ
ば
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
裁
判
所
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
地
方
裁
判
所
本
庁　

　
☎
０
９
６（
３
２
５
）２
１
２
１

緒
お

方
がた

登
と

志
し

子
こ

さん
（東迫間）

栗
くり

原
はら

康
やす

敏
とし

さん
（加恵）

（
付
属
屋
、
畜
舎
を
含
む
）
を
新
築
・
増

築
し
た
場
合
は
、
令
和
５
年
度
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
も
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
●申
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

田
や
畑
か
ら
公
道
へ
出
る
際
の

注
意
事
項

　
田
植
え
時
期
や
稲
刈
り
時
期
な
ど
の
農

繁
期
は
、
ほ
場
へ
の
出
入
り
が
多
く
な
り

ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
た
農
作
業

後
に
、田
や
畑
か
ら
公
道
へ
出
る
際
に
は
、

必
ず
泥
を
落
と
し
て
か
ら
走
行
し
て
く
だ

文
化
財
保
存
整
備
費
補
助
金

　
指
定
文
化
財
の
保
存
と
保
護
お
よ
び
活

用
を
図
る
た
め
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
・
県
指
定
文
化
財
保
存
整
備
事
業

　
国
庫
補
助
・
県
補
助
事
業
に
伴
う
保
存

整
備
事
業
に
国
庫
補
助
、
県
補
助
の
残
額

の
2
分
の
1
以
内
の
額
を
補
助
し
ま
す
。

記
念
物
等
整
備
保
存
修
理
事
業

　
有
形
文
化
財
・
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記

念
物
の
保
存
修
理
整
備
事
業
に
補
助
対
象

経
費
の
2
分
の
1
以
内
（
上
限
２
０
０
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

無
形
文
化
財
等
保
存
修
理
事
業

　
無
形
文
化
財
・
民
俗
文
化
財
・
無
形
民

俗
文
化
財
の
記
録
の
作
成
、伝
承
者
養
成
、

な
ど
に
対
し
、
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の

1
以
内（
上
限
50
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

問
●申
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係　

　
☎（
25
）７
２
３
２

令
和
５
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
令
和
5
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
課
税
事
業
者
は
も
ち

ろ
ん
、
今
ま
で
免
税
だ
っ
た
事
業
者
に
も

大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ

た
早
目
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
」

　
売
手
が
買
手
に
対
し
て
、
正
確
な
適
用

税
率
や
消
費
税
額
な
ど
を
伝
え
る
た
め
交

付
す
る
も
の
で
す
。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

　
買
手
で
あ
る
取
引
相
手（
課
税
事
業
者
）

が
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
イ

ン
ボ
イ
ス
が
必
要
で
す
。
売
手
は
買
手
か

ら
求
め
ら
れ
た
時
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
交
付
に
必
要
な
登
録
番
号
を
取

得
す
る
た
め
に
は
事
前
登
録
申
請
が
必
要

に
な
る
と
と
も
に
、
交
付
の
写
し
を
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
菊
池
税
務
署　

　
☎（
25
）２
１
２
１

ホームページ

さ
い
。
車
道
や
歩
道
に
落
ち
た
泥
は
、
通

行
の
妨
げ
と
な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
道
路
を
汚
し
た
場
合
は
、
撤
去
・
清
掃

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

シ
ニ
ア
向
け
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
ガ
イ
ド
を
作
成
し
ま
し
た

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
「
シ
ニ
ア

向
け
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」 

地
域

ホームページ

資
源
資
料
集
を
作
成
し
ま
し
た
。
高
齢
支

援
課
と
各
支
所
市
民
生
活
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課

　
地
域
包
括
支
援
係　

　
☎（
25
）７
２
１
６

電
力・ガ
ス・食
料
品
等
価
格

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

　
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
１
世
帯
当
た
り

５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
本
庁
舎
ロ
ビ
ー

に
専
用
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
世
帯（
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
）

❶�

令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
対
象
と
見
込
ま
れ
る
世
帯
へ
順
次
確
認

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

❷
家
計
急
変
世
帯

　
家
計
が
急
変
し
、
非
課
税
世
帯
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
。

申
請
期
限　
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

そ
の
他　
▼
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
の
扶
養
親
族
な
ど
の
み
か
ら
な
る
世
帯

を
除
く
▼
令
和
4
年
１
月
１
日
～
９
月
30

日
の
間
に
離
婚
し
、
世
帯
全
員
が
令
和
４

年
度
非
課
税
の
世
帯
は
元
配
偶
者
の
扶
養

に
な
っ
て
い
る
場
合
も
給
付
金
の
対
象

問���

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付

金
窓
口　
☎（
25
）１
２
９
７
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費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

各支所の問い合わせ先
七城支所　☎（25）1000
旭志支所　☎（25）3330
泗水支所　☎（25）2001

菊池市の市外局番
0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

募
集

令和４年4月～9月に実施した公共工事などの入札結果を公表します
※落札額が1,000万円以上の工事および業務のみ
※落札率は小数点第2位以下を切り捨て　※予定価格・落札額は税込額（円）　

工事（業務）名 業者名 予定価格 落札額 落札率 担当課 入札日

令和4年度菊池市上下水道管合志川橋橋梁添架工事 ㈲平嶋設備工業 18,590,000 18,216,000 97.9% 水道課 4月22日

令和4年度泗水学校給食センター改修（2期）建築工事 ㈲松平板金ダクト工業 39,358,000 38,940,000 98.9% 学校給食管理室 5月13日

令和4年度小野崎森北線（花房交差点東側）
道路改良工事 ㈱カジワラ 18,297,400 17,930,000 97.9% 土木課 5月13日

令和4年度旭志中央線舗装工事 ㈱江上建設 14,479,300 14,300,000 98.7% 土木課 5月13日

令和3年度第1千田橋外3橋橋梁補修詳細設計
業務委託

㈱熊本建設コンサルタ
ント 12,577,400 11,660,000 92.7% 土木課 5月16日

令和４年度菊池市龍門地域活性化支援センター
屋根雨漏り防水塗装工事 ㈱コウセイ 22,430,100 21,937,300 97.8% 地域振興課 5月16日

令和4年度菊池市地籍調査事業測量業務（数値法）委託 ㈱十八測量設計 86,704,200 84,480,000 97.4% 地籍調査課 5月16日

令和3年度大琳寺木庭橋線舗装補修工事（2工区） ㈱八方建設 44,515,900 44,000,000 98.8% 土木課 5月16日

令和4年度富の原東1号線配水管布設替工事 ㈲磧上水道 11,099,000 10,868,000 97.9% 水道課 6月3日
令和4年度菊池南中学校長寿命化改良工事実施設計
業務委託 ㈱硯川設計 48,917,000 34,328,800 70.1% 学校教育課 6月10日

令和4年度桜山71号線道路整備工事 ㈲テクノ・アドバンス 13,501,400 13,343,000 98.8% 土木課 6月17日

令和4年度尾足小林線道路整備工事 ㈲旭産業 13,214,300 12,980,000 98.2% 土木課 6月17日

令和4年度小野崎森北線舗装工事（２工区） ㈱エクセレント・工業 23,544,400 23,309,000 99.0% 土木課 6月29日

令和4年度富の原地区（2003～2020）管渠築造工事 ㈱アスク工業菊池支店 68,087,800 67,100,000 98.5% 下水道課 7月5日

令和4年度菊池市総合体育館非常用発電機更新工事 ㈲水元電工 13,285,800 13,013,000 97.9% 社会体育課 7月12日

令和4年度桜山地区側溝整備工事(3区) ㈲中嶋組 14,323,100 14,135,000 98.6% 土木課 7月12日

令和4年度菊戸線舗装工事 昌栄建設㈱ 10,981,300 10,835,000 98.6% 土木課 7月12日

令和4年度菊池市有林下刈業務委託 菊池森林組合 16,511,000 15,686,000 95.0% 農林整備課 7月13日

令和3年度菊戸橋橋梁修繕工事 世紀建設㈱ 88,316,800 87,340,000 98.8% 土木課 7月20日

令和4年度音光寺団地60棟内部改修建築工事 ㈱荒木重機 22,534,600 22,440,000 99.5% 都市整備課 8月3日

令和4年度音光寺団地60棟内部改修設備工事 ㈲若山商店 17,044,500 16,720,000 98.0% 都市整備課 8月3日

令和4年度旭志畜産団地内施設解体撤去工事 ㈲岩根工業 14,124,000 13,915,000 98.5% 農林整備課 8月3日

令和3年度袈裟尾橋橋梁修繕工事 ㈱荒木建設 26,555,100 26,235,000 98.7% 土木課 8月22日

令和4年度花房坂周辺公園整備施設工事 ㈲生垣屋菊池支店 27,020,400 26,180,000 96.8% 都市整備課 8月22日

令和4年度花房坂周辺公園整備造成工事 志築建設㈲ 22,430,100 22,110,000 98.5% 都市整備課 8月22日

令和4年度吉富(富出分)地区管渠築造工事 ㈱後藤建設工業 11,152,900 11,033,000 98.9% 下水道課 9月7日

令和4年度甲佐町中学校線道路改良工事 ㈲緒方建材 13,481,600 13,332,000 98.8% 土木課 9月7日

令和4年度鴨川公園板井線道路整備工事 ㈱美麗建設工業 23,551,000 23,408,000 99.3% 土木課 9月7日

令和4年度音光寺団地1棟改修建築工事 ㈱江上建設 47,482,600 47,168,000 99.3% 都市整備課 9月8日

令和4年度音光寺団地1棟改修設備工事 ㈲キムラ設備工業 15,211,900 14,960,000 98.3% 都市整備課 9月8日

令和4年度菊池市橋梁定期点検業務委託 ㈱熊本建設コンサルタ
ント 42,015,600 39,820,000 94.7% 土木課 9月8日

令和4年度新伊倉橋下部工工事 ㈱緒方建設工業 131,008,900 128,700,000 98.2% 土木課 9月21日

令和４年度（上半期）の公共工事などの
入札結果を公表します

問財政課入札契約係　☎（25）2016

募
集
職
種
・
区
分
・
採
用
予
定
者
数

❶
社
会
人
（
簿
記
資
格
者
） 　
１
人
程
度

❷
社
会
人
（
情
報
）	

   

１
人
程
度

❸
事
務
職
（
障
が
い
者
対
象
）
１
人
程
度

❹
建
築
（
大
卒
ま
た
は
高
卒
）
１
人
程
度

❺
土
木
（
大
卒
ま
た
は
高
卒
）
１
人
程
度

❻
保
健
師
（
短
大
卒
程
度
）　 

１
人
程
度

❼
保
育
士
（
短
大
卒
程
度
）    

１
人
程
度

受
験
資
格

❶
❷
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

�

た
人
で
民
間
企
業
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
に
お
け
る
職
務
経
験
年
数
が
平
成
29

年
４
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日
に

通
算
３
年
以
上
あ
る
人

※
受
験
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

❸
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月

第
２
回
菊
池
市
職
員
採
用
試
験

　

�

１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
障
害
者
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
人

❹
❺
大
卒
程
度
▼
平
成
２
年
４
月
２
日
～

　

�

平
成
13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
、

ま
た
は
▼
平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
次
に
該
当
す
る
人
㋐
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

人
㋑
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
に
大
学
卒

業
見
込
み
の
人

❹
❺
高
卒
程
度
▼
平
成
13
年
４
月
２
日
～

　
平
成
17
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

❻
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　

�

人
で
保
健
師
の
資
格
を
有
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
令
和
５
年
３
月
末
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人

❼
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　

�

人
で
保
育
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
人

ま
た
は
令
和
５
年
３
月
末
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人

受
付
期
間　
12
月
12
日
㈪
～
令
和
５
年
１

月
４
日
㈬　
※
年
末
年
始
、
㈯
㈰
除
く

試
験
日　
令
和
５
年
１
月
22
日
㈰

試
験
会
場　
菊
池
市
役
所

申
込
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送
。
申
込
書

は
総
務
課
職
員
係
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
●申
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

　
市
の
各
種
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
事

前
に
内
容
を
公
表
し
て
市
民
か
ら
意
見
を

募
集
し
、
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
政

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　
植
物
が
好
き
な
人
、
初
心
者
、
ど
な
た

で
も
大
歓
迎
で
す
。

と　
き　
令
和
5
年
2
月
10
日
㈮

　
　
　
　
午
後
7
時
～
8
時
30
分

寄
せ
植
え
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

参
加
者
募
集

　
広
報
き
く
ち
11
月
号
20
ペ
ー
ジ
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
が
移
転
し
ま

し
た
」
の
記
事
で
、
住
所
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　
七
城
町
甲
佐
町
１
４
５
７
番
地

正　
七
城
町
砂
田
１
４
５
７
番
地

問
高
齢
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
６

お
詫
び
と
訂
正

日 程 令和5年２月18日㈯～20日㈪

参 加 費 50,000円程度（宿泊費、食事代など含む）
募集人数 ９人（応募多数の場合は抽選）

市内見学 市民劇「遠野ファンタジー」観賞

申込期限 12月16日㈮必着

内 容 市民劇鑑賞、市内見学、交流会など

【申込方法】 参加申込書に必要事項を記入し、郵送か直
接提出してください。 
※派遣決定後、規定の時期以降の辞退はキャンセル料が発生します
※�新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、中止する場合

があります 

【実施企画】
㈱九州セブン観光バス（熊本県知事登録旅行業第２‐171号）

【申し込み・問い合わせ先】 菊池都市間交流の会事務局
☎（25）7252（市長公室広報交流係内）

岩手県遠野市への市民交流団団員募集！

2泊3日

菊池一族の縁でつながる遠野市は、市民の４分の１が
菊池姓で、毎年市民同士の交流事業を行っています。

策
の
意
思
決
定
を
行
う
手
続
き
「
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
を
募
集
し
ま
す
。

案　

件　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
基
本
方
針

（
案
）

募
集
期
限　
12
月
31
日
㈯

閲
覧
場
所　
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼
担
当
課

窓
口
▼
各
支
所
市
民
生
活
課

応
募
方
法　
所
定
の
様
式
に
氏
名
（
団
体

の
場
合
は
団
体
名
と
代
表
者
名
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
ご
意
見
な
ど
を
記
入
し
、
持

参
も
し
く
は
投
稿
フ
ォ
ー
ム
、
メ
ー
ル
な

ど
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
情
報
政
策
課　

　
☎（
25
）7
２
４
９　

　

Ⓜjyou@

　

city.kikuchi.lg.jp

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
工
作
室

参
加
費　
2
千
円

対
象
者　
市
内
在
住
、
市
内
在
勤

定　
員　
15
人
（
先
着
順
）

募
集
期
限　
12
月
20
日
㈫

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
都
市
整
備
課　
☎（
25
）7
２
４
２

投稿フォーム
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講
演
・
講
習

イ
ベ
ン
ト

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です。 菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.lg.jp/

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
。

と　
き　
12
月
20
日
㈫　
午
後
２
時
～

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

12
月
の
内
容

１
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

８
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

15
日
㈭　
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

22
日
㈭　
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
人
形
劇
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
在
住
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
要
予
約
。
参
加

費
２
０
０
円

問
●申
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　
街
中
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ

ま
す
。
光
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　
き　
～
12
月
25
日
㈰

と
こ
ろ　
市
ふ
る
さ
と
創
生
市
民
広
場

問
●申
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
菊
池
事
務
局　

　
☎（
33
）４
７
７
７

光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
菊
池

２
０
２
２
を
開
催

　
平
成
23
年
度
～
平
成
30
年
度
に
菊
池
市

出
田
の
花
房
台
地
上
で
発
掘
調
査
を
行
っ

た
「
医
者
ど
ん
坂
遺
跡
」
の
企
画
展
を
開

催
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
3
日
㈯
～
3
月
26
日
㈰

と
こ
ろ　
わ
い
ふ
一
番
館
資
料
館

入
場
料　
小
中
学
生　
１
１
０
円

　
　
　
　
一
般　
　
　
２
２
０
円　
　
　

問
生
涯
学
習
課　
☎（
25
）７
２
３
２

わ
い
ふ
一
番
館
企
画
展

「
私
た
ち
の
ま
ち
の
遺
跡
」

と　
き　
令
和
５
年
１
月
８
日
㈰

　
受
付　
午
前
９
時
30
分

　
開
式　
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　
平
成
14
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

15
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

で
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
市
内
の
中
学

校
を
卒
業
し
た
人　

※
対
象
者
で
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
課　
☎（
25
）７
２
３
２

二
十
歳
を
祝
う
集
い（
成
人
式
）

相
談

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
27
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分　
　
　

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

　
平
日
の
昼
間
に
金
融
機
関
や
郵
便
局
に

市
税
や
保
険
料
な
ど
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
に
つ
い
て
相
談
が
あ

る
人
の
た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮

　
　
　
　
～
午
後
８
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
債
権
管
理
課

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん

問
債
権
管
理
課　
☎（
25
）７
２
０
８

納
付
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

一
人
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
夫
や
妻
、
身
近
な
人
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、

そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が

ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
（
今
月

は
弁
護
士
）を
受
け
付
け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
12
月
16
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　
男
女
共
同
参
画
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
０

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
忙

し
い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
要
予
約
。

と　
き　
12
月
22
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
２
階
2
０
４
会
議
室

�

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

【問い合わせ先】 市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252
菊池の情報発信

※�二次元コードがうまく読み取れない場合は、上下の二次元コード
を隠して再度読み取ってください

防災無線や個別受信機からの情報を確
認できます。火災情報や学校からのお
知らせも配信している無料アプリです。

きくち防災・行政ナビ

家庭ごみの分け方や出し方、ごみ収集
日などを、スマートフォンやタブレット端
末で検索できる無料アプリです。

菊池市ごみ分別アプリ

絶景だけでなく、街に隠れる意外な見ど
ころなど、写真で伝えたい菊池の魅力
を紹介しています。

公式インスタグラム「kikuchicity」

祭りやイベント、旬な情報など、タイム
リーなニュースを紹介しています。

公式フェイスブック「癒しの里 菊池」
菊池温泉がエントリー！
今年も「温泉総選挙®2022」に

　全国の温泉地の魅力を投票形式で競う、地域活
性化プロジェクト「温泉総選挙®」。７回目となる今回、
菊池温泉が「歴史・文化部門」にエントリーしました。

初湧出は昭和29年10月30
日。湧出後に隈府に建設さ
れた仮設浴場

　「美肌の湯」と呼ばれ、
肌ざわりの良い泉質で「日
本の名湯百選C」に認定さ
れています。温泉宿ごと
に泉源を持つほど湯量が
豊富であることも自慢です。

菊池温泉とは

　公式サイトで、令和５年2月15日㈬まで、１日１回
投票できます。応援をよろしくお願いします。

投票方法

温泉総選挙公式ホームページ
https://kanko.onsen-ouen.jp/

【問い合わせ先】　観光振興課 ☎0968（25）7223

菊池温泉のエントリーページはこちら▶

藤
木
亮
二
絵
画
展

　
動
物
画
を
主
に
、
心
を
込
め
て
描
い
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
６
日
㈫
～
18
日
㈰

と
こ
ろ　
わ
い
ふ
一
番
館
寄
合
所

問
生
涯
学
習
課　
☎（
25
）７
２
３
２

わ
い
ふ
一
番
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　人気の雑貨店やスイーツ、飲食店、占いなど、県内を
中心とした約50店舗が集まる「クリスマスマーケット」を
開催。市民広場内はイルミネーションを設置し、サンタ
さんから子どもたちにプレゼントも配布します（先着順）。
ご当地キャラも登場予定♪
と　き　12月17日㈯ 正午～午後７時
ところ　菊池市ふるさと創生市民広場内
入場料　無料
問（一社）菊池観光協会 ☎0968（25）0513

きくちクリスマスマーケットvol.2開催!

　菊池氏発祥の地・深川で、静かな朝のひと
ときを楽しむ朝ごはん会です。
と　き　1月7日㈯ 午前8時～10時
ところ　菊之池跡（深川公民館側）
※雨天時は菊池みらいベース（深川51）
参加費　無料（準備、片付けのお手伝いをお願いします）
持参品　お茶碗、お箸、マスク
問山

やま　ぐち

口 Ⓜnoriko4170yama@gmail.com

きくち・深川の朝ごはん会

　初心者から現役、年配の方まで対象に卓球教室が開
講。健康維持を目的に、上達するのを目的に。それぞれ
に合ったメニューをご提案します。
と　き　毎週㈮
　　　　①午後7時～9時　②午後7時30分～9時30分
ところ　LATO BASE
参加費　1回 1,100円　※4回チケット制
問●申 超卓球教室 森

もり　もと

本　☎080（6901）4320

超卓球教室 生徒募集中
初回無料体験実施中！

　3秒で息を吸い9秒かけてゆっくりと吐く、正しい呼吸
法を身に付けてみませんか。的に矢が刺さる爽快感を一
緒に味わいましょう！ 12月10日㈯には体験会の第２弾を
開催します。気軽にお申し込みください。
と　き　毎週㈪・㈭ 午後１時～３時
ところ　西部市民センター
体験会　12月10日㈯ 午後２時～４時（参加費300円）
　　　　中央公民館 多目的研修室（キクロス２階）
問●申 指導員 眞

まな

部
べ

　☎090（3835）0289

吹き矢教室 生徒募集
キクロスで体験会も実施します！

市民の広場
※�市民の広場は市民が投稿するコーナーです。

行政情報ではありません。不明な点は各問い
合わせ先へご連絡ください

※�投稿を希望する人は、市ホームページの申込フ
ォームでの申し込み、または申込書を直接、市
長公室広報交流係へ提出してください

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

掲載申込
フォーム⇒

申し込みはこちら
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【問い合わせ先】 
菊池農業高校
☎0968（38）2621

市内３高校の魅力を伝えます！

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎0968（25）7231

vol.100

　本校では、地域の人に「北小っ子応援団」として、
さまざまな教育活動を温かくサポートしてもらって
います。今回は６年生の家庭科学習でミシン実習の
先生をお願いしました。応援団の先生の見守りと指
導の下、児童たちは世界に一つだけのナップサック
を完成させることができました。

９月15日
小っ子応援団の先生、ありがとう！北

菊池北小学校

「北小っ子応援団」から6人の先生が駆け付け、生徒たちに生地の
裁断やミシンの使い方などを指導してもらいました

　市出身で舞台で活躍中の女優・有
あり

田
た

佳
か

代
よ

さんによ
る朗読ワークショップに４年生が参加しました。３年
生の国語の教科書に載っている「サーカスのライオ
ン」を有田さんが朗読。児童たちは話の世界に引き
込まれ聞き入っていました。朗読の大事なポイント
を教えてもらい、実際に朗読に挑戦し発表しました。

９月12日
読のワークショップを開催朗

戸崎小学校

児童は、「音読のときは物語の様子を想像しながら読みたいです」
といった目標を持つことができ、貴重な経験となりました

　文化芸術による子ども育成推進事業として、九州
交響楽団のオーケストラ公演を開催。児童たちは
楽団員総勢８０人の演奏に耳を傾け、贅沢な時間を
過ごしました。目の前でオーケストラを鑑賞するこ
とは滅多にないため、本物を目と耳と心で味わうこ
とのできた貴重なひとときでした。

10月14日
州交響楽団がやってきた！九

泗水西小学校

指揮者体験、児童とのコラボ演奏、校歌の演奏など、子どもたち
が楽しめる内容が詰まった公演でした

旭志中学校
迫力の和太鼓を地域の人と観賞大９月13日

今回は旭志公民館主催事業の「わくわく大学」と共催で実施。地域
の人と一緒に和太鼓の響きを堪能しました

　秀岳館高校和太鼓部を招いて、演奏会を開催し
ました。和太鼓部の皆さんは約２時間にわたり、迫
力ある雅太鼓を披露。生徒たちからは「太鼓が鳴る
たびに鳥肌が立ち、心臓にまで音が響きました」や

「声を掛け合い、笑顔を絶やさない姿を見て、一体
感を感じ、感動しました」といった感想がありました。

菊池北中学校
合的な学習（探究）の時間総９月15・16日

５月に新しくなった菊池恵楓園の歴史資料館を訪問しました

　【１年生】市出身で劇団「前進座」の有田佳代さん
指導の下、舞台表現に挑戦しました。【２年生】花房
飛行場跡地を訪問。戦争の悲惨さを学び、これから
の平和について考えました。【３年生】菊池恵楓園を
訪れ、ハンセン病の歴史を学習。差別のない社会を
目指すと共に自らの生き方を考える時間になりました。

　

生
活
文
化
科
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
に
向
け
て
、
３
年
生
の
被
服
専
攻

生
６
人
が
夏
休
み
か
ら
準
備
を
進
め
て
い

ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
か
ら
考
え
、
全
て
手

作
り
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
た
め

に
音
楽
も
自
分
た
ち
で
選
曲
。
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
も
練
習
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
学
科
内
で
の
実
施
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
菊

農
フ
ェ
ス
タ
の
ス

テ
ー
ジ
で
の
発
表
。

３
年
間
で
身
に
付

け
た
知
識
と
技
術
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

が
こ
も
っ
た
ド
レ

ス
を
身
に
ま
と
い
、

ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩

き
ま
し
た
。

　

本
校
の
シ
ク

ラ
メ
ン
は
多
品

種
で
高
品
質
を

目
指
し
栽
培
し

て
い
ま
す
。
観

賞
用
や
贈
り
物
に
最
適
で
毎
年
好
評
で
す
。

生
徒
・
職
員
で
大
切
に
管
理
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
在
庫
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
平
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分

【
価　

格
】
６
号
鉢
１
５
０
０
円
、
５
号

鉢
１
１
０
０
円
、
ミ
ニ
８
０
０
円

　

園
芸
科
で
は
菊
人
形
・
菊
ま
つ
り
の
出

展
に
向
け
て
菊
人
形
や
懸
崖
鉢
を
栽
培
し
、

課
題
研
究
の
生
徒
た
ち
が
定
期
的
に
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
夏
の
猛
暑
時
、

病
気
の
影
響
が
あ
り
心
配
で
し
た
が
、
10

月
に
は
新
芽
が
元
気
よ
く
出
て
き
ま
し
た
。

　

菊
人
形
の
色
は
鎧
の
部
位
ご
と
に
赤
と

黄
の
仕
立
て
方

が
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年

は
夏
の
不
調
か

ら
赤
黄
マ
ー
ブ

ル
仕
様
に
な
り

ま
し
た
。

令和５年度熊本県立高等学校
入学者選抜

　

10
月
19
日
、
本
校
で
家
畜
審
査
競
技
会

（
乳
牛
・
肉
牛
の
部
）
熊
本
県
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
家
畜
審
査
競
技
は
、
教
科

の
学
習
や
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
で
得
た

家
畜
審
査
技
術
の
成
果
を
発
表
し
、
優
秀

な
後
継
者
を
育
成
し
畜
産
業
界
の
発
展
・

振
興
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
が
熊
本
で
行
わ
れ
る
た
め
、
今
回
は
プ

レ
大
会
と
な
り

ま
す
。
運
営
を

担
っ
た
生
徒
た

ち
も
、
来
年
の

全
国
大
会
に
向

け
て
選
手
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。農

業
科
で
芋
掘
り
体
験

　

10
月
21
日
、
泗
水
東
保
育
園
の
園
児
68

人
と
職
員
・
保
護
者
８
人
が
、
農
業
科
作

物
専
攻
の
生
徒
と
一
緒
に
芋
掘
り
を
体
験
。

芋
掘
り
の
後
は
、

み
ん
な
で
一
緒

に
芝
生
の
上
で

昼
ご
飯
を
食
べ

ま
し
た
。

【前期（特色）選抜試験】
出願期間　１月１３日㈮～１７日㈫ 
　　　　　※17日は正午まで
実 施 日　１月２４日㈫
募集人数　各学科２０人
検査内容　作文、個人面接
入試や学校・寮の見学については、
教務部までお問い合わせください。

県内の農業高校の代表が真剣に
競技に挑みました

㊤黄金色に輝く農業科の水田 ㊦秋晴れの下、稲刈り

収穫したイモは各
自持ち帰りました

稲
刈
り
実
習

　

全
学
科
の
１
年
生
が
６
月
に
手
植
え
で

田
植
え
を
し
た
稲
を
、
農
業
科
の
１
年
生

が
鎌
を
使
っ
て
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

始
め
は
鎌
の
使
い
方
が
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

生
徒
た
ち
も
後
半
は
上
手
に
刈
り
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
収
穫

し
た
コ
メ
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
は
、
１
年
生

全
員
に
配
布
し
、
各
家
庭
で
試
食
し
て
も

ら
う
予
定
で
す
。

農
業
科
の
新
米
販
売
中
！

　

新
米
の
注
文
を
受
け
付
け
中
で
す
。
品

種
は
、
に
こ
ま
る
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
モ
チ

米
の
３
種
類
。
栽
培
方
法
も
、
慣
行
栽
培

（
普
通
栽
培
）、
有
機
栽
培
（
ア
イ
ガ
モ
・

ぼ
か
し
）、
特
別
栽
培
（
化
学
肥
料
な
し
・

減
農
薬
）
と
多
種
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
在
庫
や
価
格
な
ど
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鎧の模様に見えるよう願いな
がら心を込めて育てました
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

大会には県内外の団体がエントリー。KIZUNA塾は高学年の部64
チームの頂点に輝きました。低学年の部でも３位に入賞しています

　合志市で行われた第11回西部ガス熊本杯争奪剣道大会
で、笹

ささ

原
はら

魁
かい

人
と

さん（隈府小5年、㊧）、森
もり

田
た

友
ゆ

愛
な

さん（泗水小5
年、㊥）、冨

とみ

田
た

大
たい

成
せい

さん（菊池北小4年、㊨から２番目)が所属
するKIZUNA塾が高学年の部で優勝しました。

KIZUNA塾が高学年の部で優勝
８月27日　第11回西部ガス熊本杯争奪剣道大会

古市さんは「次の目標に向けて新しい気持ちで頑張りたい」と話しま
した

　9月にセルビアで開催されたレスリング世界選手権の女
子72キロ級に古市雅子さんが出場し、銅メダルを獲得。報
告のため、市役所を訪れました。古市さんは準決勝で敗れま
したが、３位決定戦で勝利し見事メダルを獲得しました。

古
ふる

市
いち

雅
まさ

子
こ

さんが銅メダルを獲得
９月24日　レスリング世界選手権

豊
とよ

永
なが

哲
てつ

至
し

院長㊧は「コロナ禍で献血協力者が減少していますが、今
後も協力者を維持し、地域貢献に努めたい」と語りました

　菊池郡市医師会立病院が日本赤十字社熊本県支部から
感謝状を授与され、伝達式が行われました。この感謝状は5
年以上継続的に献血に協力している団体や献血推進活動に
貢献している団体に贈られるものです。

菊池郡市医師会立病院に感謝状を授与
９月12日　日本赤十字社熊本県支部

江
え

頭
がしら

実
みのる

市長に寄付金を渡す岩永会長㊨

　菊池市ゴルフ協会（岩
いわ

永
なが

誠
まこと

会長）から「市の発展のために
役立ててほしい」と寄付金の寄贈がありました。寄付金は、
チャリティーゴルフ大会の開催で集められたもので、今回で
10回目の寄付です。

市の発展のために役立てて
９月16日　菊池市ゴルフ協会

【ペタンク】フランス発祥の球技で、木製のビュット（目標球）に金属
製のブール（ボール）を投げ合って、ビュットにより近づけることで得
点を競うスポーツ

　県民総合運動公園スポーツ広場で「第6回くまもと障がい
者ペタンク大会」が開催され、市からは3チーム・9人が参加
しました。大会では巧みなコントロールで得点を獲得。惜し
くも入賞は逃しましたが、白熱した試合となりました。

青空の下、２年ぶりに開催
9月30日　第6回くまもと障がい者ペタンク大会

市役所で行われた伝達式には、遺族代表として息子の久
ひさ

川
かわ

友
とも

昭
あき

さん
が出席しました

　故・久川知一さん（清水）に叙位「従六位」が授与され、伝
達式が行われました。久川さんは昭和54年に旧七城町議会
議員に初当選し、27年にわたり町議会議員として在職。町
政の発展と地域産業の活性化に寄与されました。

故・久
ひさ

川
かわ

知
とも

一
かず

さんが「従六位」を受章
9月27日　長年の功績を称えて

同クラブは週に4回、市内のグラウンドで練習。新メンバーも随時募
集しています

　きくちジュニアソフトボールクラブ（吉
よし

田
だ

隆
たか

史
ふみ

監督）が、7
月30日～8月2日に滋賀県で開催された全国大会に出場。
ベスト16位という成績を収めました。吉田監督は「選手のみ
んなが良いプレーをしてくれました」と大会を振り返りました。

きくちジュニアソフトボールクラブが出場
９月９日　第36回全日本小学生女子ソフトボール大会

塾は全14回開催。参加者は来年の3月にビジネスプランを発表する
予定です

　地域課題の解決や地域資源の活用を既存のビジネスを活
用しながら考える「きくち未来創造塾」を創設しました。製
造業や飲食店などを営む10人が参加。今後、新分野への第
２創業を目指して取り組みを進めます。

地域課題の解決に向けて
９月26日　きくち未来創造塾

城さん㊥は「今までやってきたことが役に立っていると感じて光栄に
思います」と話しました

　城栄作さん ( 袈裟尾 ) が菊池川河川事務所から表彰を受
け、感謝状が贈呈されました。城さんは長年、袈裟尾排水樋
管の操作員として、河川の氾濫による浸水被害防止や国土
交通行政の推進に尽力しています。

城
じょう

栄
えい

作
さく

さんに感謝状を贈呈
９月14日　菊池川河川事務所

㊧から江頭市長、齊藤さん、県畜産農業協同組合の岩
いわ

根
ね

孝
たか

明
あき

副組合
長、同組合中央支所の西

にし

坂
ざか

茂
しげ

樹
き

支所長

　10月に鹿児島県で開催された第12回全国和牛能力共進
会に齊藤勝さん（北住吉）が出場し、肥育した和牛「勝196」
を出品。出場前に市役所を訪問しました。大会では「肉牛の
部」第７区（脂肪の質評価群）で優等賞１１席を受賞しています。

齊
さい

藤
とう

勝
まさる

さんが県代表として出場
９月26日  第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会

北内さん㊥は7月に行われた第42回九州ブロック国体に県代表とし
て出場。準優勝し、とちぎ国体の出場権を獲得しました

　10月に開催された、いちご一会とちぎ国体に菊池高校出
身の北

きた

内
うち

花
か

鈴
りん

さん（熊本学園大学2年）が、ボート競技の成
年女子舵手付きクオドルプルの県選抜として出場。菊池高
校ボート部の岩

いわ

下
した

強
つよし

監督と大会前に市役所を訪れました。

菊池高校の卒業生が国体に出場
９月20日　いちご一会とちぎ国体（ボート競技）

北桜ヶ水区自主防災会の河
かわ

本
もと

陽
よう

一
いち

会長は「自主防災組織活動の活
性化や今後の地域防災活動に役立てたい」と話しました

　宝くじの受託事業収入を財源に行うコミュニティ助成事業
により、北桜ヶ水区自主防災会の活動備品が整備されました。
地域住民の防災に対する意識の高揚と自助・共助による自
主防災体制の強化が期待されます。

宝くじの助成金で防災備品を整備
11月1日　宝くじ助成金事業
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これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長の部屋から「メッセージ」
https ://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭  実vol.104

◆
日
本
全
体
で
人
口
減
少
が
続
く
中
、
自
治
体
に

と
り
「
関
係
人
口
」
づ
く
り
は
極
め
て
重
要
で
す
。

関
係
人
口
と
は
、移
住
は
し
な
い
が
そ
の
ま
ち
の
こ

と
が
好
き
で
応
援
し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
。
観
光
や
ふ

る
さ
と
納
税
は
も
と
よ
り
、災
害
時
な
ど
に
応
援
し

て
く
れ
る
市
の
友
人
で
す
。
◆
全
国
に
は
約
34
万

人
の
菊
池（
菊
地
）姓
が
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、こ

う
し
た
人
た
ち
に
長
年
呼
び
掛
け
て
本
市
の
フ
ァ
ン

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
熊
本
地
震
の
平
成
28

年
に「
全
国
の
菊
池
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
が
、昨
年
設
立
し

た
菊
池
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
先

日
「
全
国
き
く
ち
さ
ん
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
◆
特
別
ゲ
ス
ト
は
女
優
・
歌
手
の
菊き

く

池ち

桃も
も

子こ

さ

ん
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
「
子
ど
も
時
代
か
ら
菊
池

一
族
の
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
親
戚
の
里
の

よ
う
に
感
じ
る
。
お
忍
び
で
何
回
か
菊
池
を
訪
問
し

て
お
り
、菊
池
渓
谷
や
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
の
大
フ
ァ
ン
で

あ
る
。
菊
池
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
お
り
特
産

品
は
誰
よ
り
も
詳
し
い
。
今
後
、関
東
で
の
Ｐ
Ｒ
は

任
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、菊
池
愛
あ
ふ
れ
る
驚
き
の

内
容
に
会
場
は
拍
手
喝
采
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

◆
こ
う
し
た
新
し
い
試
み
は
、菊
池
の
魅
力
を
高
め

る
う
え
で
重
要
で
す
。
11
月
上
旬
に
は
、菊
池
渓
谷

で
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ・コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
挑
戦
で
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、肌
寒
い

夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
観
客
が
押
し
寄
せ
、見

た
こ
と
の
な
い
幻
想
的
な
風
景
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、旅
行
会
社
が
エ
ミ
ュ
ー
牧
場
・

竜
門
ダ
ム
キ
ャ
ン
プ
場
・
渓
谷
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア
ー
を
仕
立
て
る
な
ど
、思
わ
ぬ
化
学
反
応

も
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
夜
の
体
験
で
ま
た
新
た
な

菊
池
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

仕掛けるファンづくり

休日在宅当番医
※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡

市医師会ホームページや菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください

菊池郡市医師会ホームページ　→

1月8日
㈰

Leeこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980

古田医院（内・循内） 菊池市 0968（25）2280

緒方整形外科医院（整・リウ・リハ） 合志市 096（248）8181

大津なかしま眼科（眼） 大津町 096（293）3383

中山歯科医院 菊池市 0968（38）2401

1月9日
㈪㈷

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047

中野クリニック（内・消・腎） 菊池市 0968（25）5861

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

永田眼科（眼） 菊陽町 096（285）1117

1月15日
㈰

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

光の森脳神経外科内科（脳・神内・内） 菊陽町 096（232）7711

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

もとだ歯科医院 菊池市 0968（38）6373

1月22日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800

赤星医院（内・呼） 菊池市 0968（25）2738

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

三隅歯科医院 合志市 096（248）1101

12月4日
㈰

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

岡本内科・呼吸器内科クリニック（内） 大津町 096（293）6000

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

にじの森歯科クリニック 菊陽町 096（339）8118

12月11日
㈰

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199

12月18日
㈰

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

つつみ歯科医院 菊池市 0968（41）3434

泗水中央薬局 菊池市 0968（38）6820

12月25日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222

ハル内科皮フ科クリニック（内） 菊陽町 096（232）8383

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

そうま眼科（眼） 菊陽町 096（340）5520

りの歯科矯正歯科 菊陽町 096（233）3378

髙
たか

宗
むね

暉
き

一
いち

ちゃん（上西寺）

2歳 R2年12月10日生まれ

ね
ぇ
ね
、大
好
き
♥

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

菊
きく

野
の

陽
はる

音
と

ちゃん（正院町）
1歳 R3年12月11日生まれ

僕
、い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

大
き
く
な
る
ね
！

桐
きり

原
はら

　楓
かえで

ちゃん（富の原北）

1歳 R3年12月1日生まれ

ぱ
ぱ
だ
ぁ
い
す
き
♥
！

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い

遊
ぼ
ー
ね
！
★

岡
おか

本
もと

幸
ゆ

衣
き

乃
の

ちゃん（立石）
3歳 R元年12月17日生まれ

と
う
ち
ゃ
ん
、

か
あ
ち
ゃ
ん
、

し
あ
ち
ゃ
ん
大
好
き
！

小
こ

㟢
ざき

汐
し

乃
の

 ちゃん（野間口）

2歳 R2年12月25日生まれ

パ
パ
ー 

マ
マ
ー

ね
ぇ
ね
ー 

ダ
イ
ス
キ
♥

牧
まき

　穂
ほのか

佳ちゃん（上西寺）

3歳 R元年12月3日生まれ

歌
と
お
し
ゃ
べ
り
と

絵
本
が
大
好
き
だ
よ
♥

泉
いずみ

田
だ

天
あま

音
ね

ちゃん（花房台）
3歳 R元年12月26日生まれ

♥
誕
生
日
デ
ィ
ズ
ニ
ー 

楽
し
み
♥

高
たか

松
まつ

来
らい

夜
や

ちゃん（東原）
1歳 R3年12月25日生まれ

あ
い
な
、ひ
ろ
と
、

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
！

 源
みなもと

　茉
ま

旺
お

ちゃん（東迫間）

2歳 R2年12月10日生まれ

ト
ミ
カ
だ
い
す
き
♥

じ
い
じ
・
ば
あ
ば

い
っ
ぱ
い
買
っ
て
ね
★

金
かね

子
こ

空
くりゅう

龍ちゃん（桜山五）

3歳 R元年12月3日生まれ

た
く
さ
ん

遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！
★

有
う

働
どう

令
れ

菜
な

ちゃん（富の原台）
3歳 R元年12月22日生まれ

じ
ぃ
、ば
ぁ
ー
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に

連
れ
て
っ
て
♥

中
なか

林
ばやし

咲
え

菜
な

ちゃん（北宮）
2歳 R2年12月11日生まれ

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、

ば
ぁ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
あ
り
が
と
う
！

岩
いわ

根
ね

礼
れ

粋
い

ちゃん（富納）

1歳 R3年12月18日生まれ

れ
い
れ
い
だ
よ
ー
！

み
ん
な
一
緒
に

あ
そ
ぼ
う
ね
♥

宮
みや

崎
ざき

　凜
りん

ちゃん（高野瀬）
3歳 R元年12月17日生まれ

茶
々
、
ば
ぁ
ば
、
じ
じ　

た
ー
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね
♥

澤
さわ

田
だ

依
い

千
ち

花
か

ちゃん（富の原台）

2歳 R2年12月7日生まれ

パ
パ
い
つ
も
遊
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

髙
たか

宗
むね

莉
り

子
こ

ちゃん（新明団地）

1歳 R3年12月2日生まれ

み
ん
な
大
好
き
！

い
つ
も
あ
り
が
と
う
！

菅
すが

原
わら

敬
けい

人
と

ちゃん（桜山一）
3歳 R元年12月20日生まれ

パ
パ
、マ
マ
、奏
人

大
好
き
♥

佐
さ

藤
とう

志
し

衣
え

理
り

ちゃん（花房台）
3歳 R元年12月22日生まれ

み
ん
な
だ
ー
い
す
き
♥

い
つ
も
あ
り
が
と
う
！

森
もり

　奏
かな

汰
た

ちゃん（上住吉）

3歳 R元年12月16日生まれ

じ
い
ち
ゃ
ん(

が
作
っ
た)

焼
き
芋
食
べ
た
い
！

お
い
し
ー
♥

福
ふく

田
だ

奏
そ

良
ら

ちゃん（富出分）
1歳 R3年12月7日生まれ

に
ぃ
に
と
一
緒
に

保
育
園
に
行
く
よ
！

清
し

水
みず

晴
はる

太
た

ちゃん（北原）

3歳 R元年12月4日生まれ

ひ
ぃ
じ
い
、ば
ぁ
ば
、

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
ー
♥

上
うえ

村
むら

柚
ゆず

希
き

ちゃん（蟹穴）
1歳 R3年12月30日生まれ

ね
ぇ
ね
、大
好
き
だ
よ
！

た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね

坂
さか

本
もと

結
ゆ

衣
い

ちゃん（南住吉）
1歳 R3年12月23日生まれ

ね
ぇ
ね
達
が

世
界
で
１
番
大
好
き
♥

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♥

専用フォーム

ホームページから応募できます。
詳しくは市長公室広報
交流係（☎0968（25）
7252）までお問い合
わせください。

【申込期限】 12月10日㈯
※窓口は12日㈪まで

令和５年１月中に誕生日を迎
える３歳までの子どもの写真
を募集しています！（先着24人）

39 382022 December広報きくち2022 December広報きくち


